


－  273 －

総合システム工学科

総
合

シ
ス

テ
ム

工
学

科
　

講
義

科
目

系
統

図



－  274 － －  275 －

総合システム工学科

工学部の「学習・教育目標」

■総合システム工学科

　総合システム工学科は、次世代の自動車産業やロボット産業など様々な先端分野で活躍できる専門的素養を身に

つけた高度技術者・研究者になるために、機械工学と電気電子工学を中心とする複数分野の工学を学べる、先端的

学際融合型の新しい学科です。その素地を作るために数学、物理学などの基礎教育を重視して、少人数教育を積極

的に取り入れています。

　本学科の学習・教育目標は以下の通りです。

（Ａ）人文・社会科学を学び、広い視野でものごとを見ることができる豊かな教養を身につけます。

（Ｂ）技術者倫理に基づき、技術者としての強い社会的責任感と判断力を身につけます。

（Ｃ） 数学、物理学などの基礎学力と情報技術に関する知識を備え、それらを柔軟に応用できる能力を身につけま

す。

（Ｄ） 機械工学や電気電子工学を中心とする複数の専門分野をバランスよく学び、工学の複合的・融合的な諸問題

に取り組める能力を身につけます。

（Ｅ） 技術者として新たな課題を自ら設定し、その課題解決に向け、リーダーシップをとって計画と実行ができる

能力を身につけます。

（Ｆ）国際的に通用するコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を身につけます。

（Ｇ） 確かな基礎学力と複数の専門分野に関する高度な知識を有した数学教員や工業教員としても活躍できる能力

を身につけます。
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総合システム工学科

解析学Ⅰ　　Analysis Ⅰ

第１年次　前期　必修　４単位

担当教員　　加藤　幹雄

１．概要
　計算に主眼をおきながら、１変数関数について微分積分学の基

礎を修得させる。将来、必要に応じて数学の自習ができるように、

理論的な取り扱いにも慣れるよう留意して講義を進める。

２．キーワード
　極限、１変数関数の微積分

３．到達目標
　解析学に関する基本的な考え方を学ぶ。計算力・応用力をつける。

４．授業計画
１－２　実数と複素数

３－４　数列の極限

５－６　関数の極限と連続性

７－８　導関数

９－10　高次導関数

11－12　平均値の定理

13－14　テーラーの定理

15－16　微分法の応用

17－18　不定積分

19－20　有理関数の積分

21－22　三角関数と無理関数の積分

23－24　定積分

25－26　広義積分

27－28　積分法の応用

５．評価方法・基準
　試験および演習の結果で評価する。

　評価方法の詳細は担当教員より通知する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
１ ）ネット上には種々の解説が出ているので、上記のキーワード

などで検索、確認し、簡単な読み物を読んでみること。ウィキ

ペディアなどの百科事典も概略の把握には有効である。

２ ）うまく理解できない場合には、参考図書を数冊、見比べること。

７．教科書・参考書（教科書：１、参考書：２）
１ ．高橋泰嗣・加藤幹雄：微分積分概論（サイエンス社）413.3/

T-41

２ ．高木貞治：解析概論（岩波書店）413.1/T-1

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。

解析学Ⅱ　　Analysis Ⅱ

第１年次　後期　選択必修　４単位

担当教員　　鈴木　智成

１．概要
　「解析学Ⅰ」で１変数関数について微分積分学の基礎を学んだ

学生に対して、２変数関数の微分積分、また線積分の基本事項に

ついて授業する。将来、必要に応じて数学の自習ができるように、

理論的な取り扱いに慣れるよう留意して講義を進める。

２．キーワード
　多変数関数、偏微分、陰関数、重積分、線積分、級数

３．到達目標
　２変数以上の関数の微分積分の考え方を学ぶ。計算力・応用力

をつける。

４．授業計画
１－２　２変数関数と極限値

３－４　偏微分・全微分

５－６　合成関数の微分法・テーラーの定理

７－８　偏微分の応用（極値）

９－10　陰関数の存在定理・陰関数の極値

11－12　条件付き極値

13－14　２重積分

15－16　変数変換

17－18　広義２重積分・３重積分

19－20　積分の応用（１）

21－22　積分の応用（２）

23－24　級数・正項級数１

25－26　正項級数２・絶対収束と条件収束

27－28　整級数・整級数展開

５．評価方法・基準
　試験および演習の結果で評価する。

　評価方法の詳細は担当教員より通知する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
１ ）本講義が十分に理解できるためには、「解析学Ⅰ」を修得し

ていることが望ましい。

２ ）ネット上には種々の解説が出ているので、上記のキーワード

などで検索、確認し、簡単な読み物を読んでみること。ウィキ

ペディアなどの百科事典も概略の把握には有効である。

３）うまく理解できない場合には、参考図書を数冊、見比べること。

７．教科書・参考書（教科書：１、参考書：２）
１ ．高橋泰嗣・加藤幹雄：微分積分概論（サイエンス社）413.3/

T-41 及びプリント

２ ．高木貞治：解析概論（岩波書店）413.1/T-1

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。
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線形数学Ⅰ　　Linear Mathematics Ⅰ

第１年次　前期　必修　２単位

担当教員　　池田　敏春

１．概要
　理工学諸分野の科目を学ぶうえで、また数学が工学に応用され

る場面で、行列や行列式などの線形代数の基礎知識は必要不可欠

である。授業では、行列と行列式の計算法を説明し、それらと連

立１次方程式の解法を通して、線形代数の基本的事柄を解説する。

２．キーワード
　ベクトル、行列、行列式、連立１次方程式

３．到達目標
・行列および行列式の概念と基本的性質を理解し、それらの計算

が正確に行える。

・掃き出し法や余因子を用いて逆行列を求めることができる。

・掃き出し法やクラメルの公式により連立１次方程式を解くこと

ができる。

４．授業計画
１．空間のベクトルの演算

２．直線と平面の方程式

３．行列の演算とその性質

４．種々の行列、行列の分割

５．演習

６．行列式の定義とその基本的性質

７．行列式の性質と計算（１）

８．行列式の性質と計算（２）

９．逆行列とクラメルの公式

10．演習

11．行列の基本変形と階数

12．連立１次方程式とはき出し法（１）

13．連立１次方程式とはき出し法（２）

14．演習

５．評価方法・基準
　試験および演習の結果で評価する。

　評価方法の詳細は担当教員より通知する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
１ ）ネット上には種々の解説が出ているので、上記のキーワード

などで検索、確認し、簡単な読み物を読んでみること。ウィキ

ペディアなどの百科事典も概略の把握には有効である。

２ ）うまく理解できない場合には、参考図書を数冊、見比べるこ

と。

７．教科書・参考書（教科書１）
１．池田敏春：基礎から線形代数（学術図書出版社）411.3/I-27

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。

線形数学Ⅱ　　Linear Mathematics Ⅱ

第１年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　平山　至大

１．概要
　「線形数学Ⅰ」で学んできた知識をもとに、数ベクトル空間と

線形写像に関する線形代数の基本的事柄を引き続いて講義する。

幾何学的観点からもそれらを解説し、理論の本質を理解する基礎

力を身につけさせる。

２．キーワード
　数ベクトル空間、基底、次元、線形写像、内積、固有値、行列

の対角化

３．到達目標
・ベクトルの１次独立性を理解し、部分空間の次元と基底を求め

ることができる。

・線形写像と行列の関係を理解し、線形写像の核と像を求めるこ

とができる。

・ベクトルの内積と長さの性質を理解し、部分空間の正規直交基

底を構成できる。

・行列の固有値と固有ベクトルを求めることができ、対角化可能

な行列を対角化できる。

・各項目を幾何学的にとらえ理解できる。

４．授業計画
１．数ベクトル空間と部分空間

２．ベクトルの１次関係

３．基底と次元（１）

４．基底と次元（２）

５．線形写像と行列の対応

６．線形写像の核と像

７．ベクトルの内積と長さ

８．正規直交系と直交変換

９．固有値と固有空間

10．行列の対角化（１）

11．行列の対角化（２）

12．２次曲面（１）

13．２次曲面（２）

14．講義の復習と演習

15．試験

５．評価方法・基準
　試験および演習の結果で評価する。

　評価方法の詳細は担当教員より通知する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
１ ）本講義が十分に理解できるためには、「線形数学Ⅰ」を修得

していることが望ましい。

２ ）ネット上には種々の解説が出ているので、上記のキーワード

などで検索、確認し、簡単な読み物を読んでみること。ウィキ

ペディアなどの百科事典も概略の把握には有効である。

３ ）うまく理解できない場合には、参考図書を数冊、見比べるこ

と。

７．教科書・参考書（教科書１）
１．池田敏春：基礎から線形代数（学術図書出版社）411.3/I-27

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。
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微分方程式　　Differential Equations

第２年次　前期　選択必修　２単位

担当教員　　仙葉　隆

１．概要
　工学諸分野において様々な現象が微分方程式により表現される。

それらの現象を扱っていくためには微分方程式論の理解が必須と

なる。本講義の目的は微分方程式論への入門であり、常微分方程

式をとりあげて、これの解き方（解法）と理論の一端を紹介する。

解法では求積法と演算子法を述べて、基礎的な知識を修得させる。

さらに、ラプラス変換による微分方程式の解法について述べる。

２．キーワード
　変数分離形、同時形、線形常微分方程式、ラプラス変換

３．到達目標
・代表的な１階常微分方程式の解法ができる。

・基本的なｎ階線形常微分方程式の解法ができる。

・ラプラス変換を用いた微分方程式の解法ができる。

４．授業計画
第１回　１階常微分方程式―変数分離形

第２回　１階常微分方程式―同次形

第３回　１階常微分方程式―完全形

第４回　１階線形常微分方程式

第５回　クレーローの微分方程式

第６回　n階線形常微分方程式

第７回　定数係数n階線形同次微分方程式

第８回　定数係数n階線形非同次微分方程式

第９回　演算子法

第10回　オイラーの微分方程式

第11回　初等関数のラプラス変換

第12回　ラプラス変換の基本法則

第13回　微分方程式の初期値問題・境界値問題

第14回　講義の復習・演習

５．評価方法・基準
　試験および演習の結果で評価し、60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
１ ）本講義を十分に理解するためには、「解析学Ⅰ」及び「解析

学Ⅱ」を修得していることが望ましい。

２ ）授業時間外の学習については、講義で扱った事項に対応する

教科書の記述を読み講義内容を十分に理解する事。さらに、７

に記載している参考書を読んで理解を深めることが望ましい。

　 　また、インターネット等で微分方程式等をキーワードとして

関連する記述や参考文献を検索し、それらを読んでみる事も本

講義の理解を深めるために有効である。

７．教科書・参考書
１ （教科書）．水本久夫：微分方程式の基礎（培風館）413.6/

M-57

２ （参考書）．杉山昌平：工科系のための微分方程式（実教出版）

413.6/S-82

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問い合わせ方法などについては第１

回の講義において指定する。

複素解析学　　Complex Analysis

第２年次　前期　選択必修　２単位

担当教員　　酒井　浩

１．概要
　本講義では、複素解析学の初等的知識を与え、工学の研究に必

要な基礎的常識の育成を目的とする。複素関数における微分・積

分の計算法を示し、応用上重要な正則関数に対するコーシーの積

分定理・積分表示、複素関数の諸展開、留数定理へと言及する。

２．キーワード
　正則関数、複素微分、複素積分、コーシーの積分定理、留数定

理

３．到達目標
　複素関数における微分・積分の基礎の修得

４．授業計画
第１回　複素数と複素関数

第２回　指数、三角、対数関数

第３回　複素微分とコーシーリーマンの式

第４回　正則関数の性質を用いる複素微分

第５回　複素積分（その１）

第６回　複素積分（その２）

第７回　講義の復習・演習

第８回　コーシーの積分定理

第９回　コーシーの積分表示

第10回　テーラー展開

第11回　ローラン展開

第12回　孤立特異点と留数定理

第13回　留数定理の応用

第14回　講義の復習・演習

第15回　試験

５．評価方法・基準
　試験（100％）で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
１ ）本講義が十分に理解できるためには、「解析学Ⅰ」及び「解

析学Ⅱ」を修得していること　　が望ましい。

２ ）ネット上には種々の解説が出ているので、キーワード＝複素

解析、などで検索、確認し、簡単な読み物を読んでみること。ウィ

キペディアなどの百科事典も概略の把握には有効。

３）うまく理解できない場合には参考図書を数冊見比べること。

７．教科書・参考書
●教科書

　樋口・田代・瀧島・渡邊：現代複素関数通論（培風館）413.5/

H-44

●参考書

１）青木・樋口：複素関数要論（培風館）413.5/A-28

２）梯：複素関数（秀潤社）413.5/K-62

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。
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統計学　　Statistics

第２年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　藤田　敏治

１．概要
　確率論的考察や統計的推測の能力は工学全般にわたってますま

す重要度を増している。この講義は、確率的な（不確定な）現象

に対する基本的な概念を与えるとともに、このような現象を解析

するための統計的方法を解説する事を目的とする。統計学的な見

方・考え方を理解するために必要な数学的基礎にも重点をおき、

統計学を応用していくうえでの基礎を築く。

２．キーワード
　確率、確率変数、分布関数、推定問題、仮説の検定、回帰、相

関

３．到達目標
　確率論および推定問題の基礎の修得

４．授業計画
第１回　データ解析の基礎

第２回　事象

第３回　確率

第４回　順列と組み合わせ

第５回　確率変数、確率分布

第６回　分布の平均と分散

第７回　2項分布，ポアソン分布，超幾何分布

第８回　正規分布

第９回　いくつかの確率変数の分布

第10回　ランダム抽出とパラメータの推定

第11回　信頼区間

第12回　仮説の検定，決定

第13回　回帰分析，相関分析

第14回　講義の復習・演習

第15回　試験

５．評価方法・基準
　試験（100％）で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
１ ）本講義が十分に理解できるためには、「解析学Ⅰ」及び「解

析学Ⅱ」を修得していることが望ましい。

２ ）各回の講義を受けるに際しては、事前に教科書の該当箇所に

目を通し、必要に応じて関連する既修得科目の復習をしておく

こと。

３）講義後には、各節末の問題を解いてみること。

４ ）図書館には確率や統計に関連した図書が多数あります。知識

の幅を広げたり、理解を深めたりするために、それらの図書に

も目を通すこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　クライツィグ：確率と統計（技術者のための高等数学７）（培

風館）410/K-5-8/7

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。

代数学　　Algebra

第２年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　池田　敏春

１．概要
　代数学は、現代技術において広く応用されており、群、環など

の代数系の構造の理解が、理工学における問題の見通しをよくし、

解かれることは少なくない。授業では、代数学の理論体系のなか

の基礎的事柄といくつかの有用な応用を解説する。

２．キーワード
　群、環、体、準同形、置換群、イデアル、剰余環

３．到達目標
　最も基本的な代数系である、群、環、体の基礎的事柄を理解す

るともに、それらを通して抽象的思考および論理的思考を身につ

ける。また、代数系の理論を工学の問題に応用する。

４．授業計画
１．群の概念と例

２．環と体の概念と例

３．部分代数系

４．準同形と同形

５．演習

６．置換群の基礎（１）

７．置換群の基礎（２）

８．置換表現と剰余類

９．置換群とその応用

10．演習

11．商代数系

12．イデアルと剰余環

13．整数環、多項式環とその応用

14．講義の復習と演習

15．試験

５．評価方法・基準
　試験および演習の結果で評価する。評価方法の詳細は担当教員

より通知する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
１ ）本講義を受講するためには、「線形数学Ⅰ」、「線形数学Ⅱ」

を修得していることが望ましい。

２ ）授業の後の復習を必ずすること。また、授業で紹介する参考

図書等を読むことにより理解は深まる。

７．教科書・参考書（教科書１）
１．金子晃：応用代数講義（サイエンス社）411/K-15

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。
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総合システム工学科

力学基礎　　Fundamentals of Mechanics

第１年次　前期　必修　４単位

担当教員　　岡本　良治

１．概要
●授業の背景

　力学は工学の自然科学的な基礎であり、その方法と考え方を身

につけることは必要不可欠である。

●授業の目的

　ニュートン力学の基礎を学ぶ。特に、微積分法を駆使して力学

問題を解析し、得られた結果を物理的に吟味する能力を習得する。

これに基づいて、理論手法を工学系諸問題へ応用する問題解決能

力を養う。

●授業の位置付け

　基礎教育の必修科目である。専門科目を習得する上での基礎と

なる。

２．キーワード
　速度と加速度、運動方程式、運動量、仕事とエネルギー、角運

動量、トルク（力のモーメント）、非慣性系と慣性力、多粒子系、

重心運動と相対運動、慣性モーメント、回転運動、見かけの力

３．到達目標
　微積分法を駆使して粒子の力と運動を解析する能力を習得する。

また、ベクトル量としての物理量の取り扱いに慣れる。多粒子系

と剛体の平面運動を解析する能力を習得する。

４．授業計画
第１回　物理学と科学技術（ガイダンス）

第２回　速度と加速度（１）

第３回　速度と加速度（２）

第４回　運動の法則と力の法則（１）

第５回　運動の法則と力の法則（２）

第６回　力と運動（１）

第７回　力と運動（２）

第８回　力と運動（３）

第９回　中間試験（１）

第10回　単振動（１）

第11回　単振動（２）

第12回　減衰振動

第13回　仕事とエネルギー（１）

第14回　仕事とエネルギー（２）

第15回　仕事とエネルギー（３）

第16回　粒子の角運動量とトルク（１）

第17回　粒子の角運動量とトルク（２）

第18回　粒子の角運動量とトルク（３）

第19回　中間試験（２）

第20回　２粒子系の重心運動と相対運動（１）

第21回　２粒子系の重心運動と相対運動（２）

第22回　多粒子系の重心

第23回　多粒子系の運動量と角運動量

第24回　剛体のつりあい

第25回　剛体の慣性モーメント

第26回　固定軸の周りの剛体の回転

第27回　剛体の平面運動

第28回　加速度系と慣性力

第29回　回転系と遠心力・コリオリの力

第30回　期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験１（20％）、中間試験２（20％）、期末試験（30％）、レポー

ト（30％）で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義の前日以前の予習、講義のあった日以後の復習が必要であ

る。関連する数学の講義内容を理解していれば、本講義の理解は

より深く、確実になる。

７．教科書・参考書
●教科書　原康夫：物理学基礎（第３版）（学術図書出版社）

420/H-29

●参考書

１ ）D.ハリディ/R.レスニック/J.ウォーカー：物理学の基礎

［1］力学423/H-17、[２]波･熱424/H-7（培風館）

２ ）鈴木芳文・近浦吉則：Mathematica で実習する基礎力学（培

風館）423/S-28

３ ）鈴木賢二・伊藤祐一 : 物理学演習１－力学－（学術図書）

423/S-31

４ ）鈴木賢二他 : ファイリングノート力学演習（学術図書）423/

S-30

　教科書は開講時にお知らせします。

８．オフィスアワー等
　開講時にお知らせします。
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総合システム工学科

－  281 －

熱と波動　　Heat and Waves

第１年次　後期　選択必修　４単位

担当教員　　美藤　正樹

１．概要
●授業の背景

　熱・波動分野は工学の自然科学的な基礎であり、その方法と考

え方を身につけることは必要不可欠である。

●授業の目的

　波動現象を数学的に記述し、干渉や回折現象について学ぶ。理

想気体の熱的性質を理解し、熱力学第１法則と第２法則について

学ぶ。また、エントロピーの概念を用いて状態変化を理解する。

●授業の位置付け

　理工系の大学における基礎科目である。専門科目を習得する上

での基礎となる。

２．キーワード
　波、振幅、位相、干渉、回折、熱平衡状態、相、理想気体、熱

力学第１法則、熱力学第２法則、エントロピー

３．到達目標
　波動現象の数学的取り扱いに習熟する。波としての光の性質を

理解する。

　熱力学の法則を用いて気体の状態変化を理解する。

４．授業計画
第１週　波動を表す関数（振幅と位相）

第２週　波動方程式の解とその重ね合わせ

第３週　反射、屈折、干渉、回折

第４週　波の分散と群速度

第５週　光の反射、回折と干渉

第６週　単スリットと回折格子、中間試験（１）

第７週　熱と温度、熱の移動

第８週　気体分子運動論

第９週　熱力学第１法則（1）

第10週　熱力学第１法則（2）

第11週　いろいろな熱力学的変化、中間試験（２）

第12週　熱力学第２法則

第13週　カルノー・サイクルと熱機関の効率限界

第14週　エントロピー増大の原理

第15週　期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験１（20％）、中間試験２（20％）、期末試験（30％）、

レポート（30％）で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義の前日以前の予習、講義のあった日の復習が必要である。

関連する数学の講義内容を理解していれば、本講義の理解はより

深く、確実になる。

７．教科書・参考書
●教科書

　教科書は開講時にお知らせします。

８．オフィスアワー等
　開講時にお知らせします。

基礎電磁気学　　

Fundamentals of Electricity and Magnetism

第２年次　前期　必修　４単位

担当教員　　総合システム工学科担当教員

１．概要
●授業の背景

　電磁気学分野は工学の自然科学的な基礎であり、その方法と考

え方を身につけることは必要不可欠である。

●授業の目的

　電磁気学の基本的で重要な部分について、特に真空における電

磁気学について詳しく講義する。

●授業の位置付け

　理工系の大学における基礎科目である。専門科目を習得する上

での基礎となる。

２．キーワード
　静電場、ガウスの法則、電位、ローレンツ力、電流と磁場、電

磁誘導、マックスウェル方程式

３．到達目標
　電磁気現象の数学的取り扱いに習熟する。

４．授業計画
第１回　クーロンの法則と電場(1)

第２回　クーロンの法則と電場(2)

第３回　ガウスの法則(1)

第４回　ガウスの法則(2)

第５回　ガウスの法則の応用(1)

第６回　ガウスの法則の応用(2)

第７回　電位(1)

第８回　電位(2)

第９回　中間試験(1)

第10回　導体と静電場(1)

第11回　導体と静電場(2)

第12回　電流とオームの法則(1)

第13回　電流とオームの法則(2)

第14回　磁場とローレンツ力(1)

第15回　磁場とローレンツ力(2)

第16回　ビオ・サバールの法則(1)

第17回　ビオ・サバールの法則(2)

第18回　ビオ・サバールの法則とその応用(1)

第19回　ビオ・サバールの法則とその応用(2)

第20回　中間試験(2)

第21回　電磁誘導(1)

第22回　電磁誘導(2)

第23回　ベクトル解析(1)

第24回　ベクトル解析(2)

第25回　ベクトル解析(3)

第26回　ベクトル解析(4)

第27回　マックスウェル方程式(1)

第28回　マックスウェル方程式(2)

第29回　マックスウェル方程式(3)

第30回　期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験１（20％）、中間試験２（20％）、期末試験（30％）、レポー

ト（30％）で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義の前日以前の予習、講義のあった日の復習が必要である。

関連する数学の講義内容を理解していれば、本講義の理解はより

深く、確実になる。

７．教科書・参考書
●教科書

　教科書は開講時にお知らせします。

８．オフィスアワー等
　開講時にお知らせします。
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総合システム工学科

基礎量子力学　　Fundamental Quantum Mechanics

第２年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　 岸根　順一郎・鈴木　芳文・高木　精志・河野　通郎・

津留　和生・岡本　良治・出口　博之

１．概要
●授業の背景

　相対論とともに現代物理学の支柱のひとつである量子力学は、

同時に現代物質工学・電子デバイス工学・ナノサイエンスの基礎

である。

●授業の目的

　物理学ⅡA で学んだ波動の基礎知識を運用して基礎的な量子

力学の概念に触れ、シュレディンガー方程式を解くことにより理

解を深める。

●授業の位置付け

　理工系の大学における基礎教育の科目である。３年次科目・量

子力学へとつながり、専門科目を習得する上での基礎となる。

２．キーワード
　光電効果、原子模型、不確定性原理、波動関数、シュレディン

ガー方程式、井戸型量子ポテンシャル、トンネル効果、

３．到達目標
　光の運動量、アインシュタインの関係式とド・ブローイの関係

式、不確定性関係を用いて典型的な計算ができる。１次元無限量

子井戸型ポテンシャルに対するシュレディンガー方程式が解ける

こと。

４．授業計画
第１回　 電子、原子、原子核のイメージ（トムソンの実験、ミリ

カンの実験、ラザフォード散乱）

第２回　 光の不思議な性質（ヤングの干渉実験、光電効果、コン

プトン散乱、トムソン散乱）

第３回　物質粒子の波動性（ド・ブローイ波、電子ビーム回折）

第４回　スペクトルと原子模型１（黒体放射、エネルギー量子）

第５回　 スペクトルと原子模型２（原子の有核模型、原子スペク

トル、ボーアの水素模型）

第６回　 不確定性関係（光子の運動量とハイゼンベルグの思考実

験、単一格子による不確定性関係、波束と不確定性関

係）

第７回　中間試験

第８回　 シュレディンガー方程式（量子化、平面波の複素数表示、

定常状態のに対するシュレディンガー方程式の解）

第９回　 １次元無限量子井戸１（エネルギー準位、波動関数の規

格化と直交性）

第10回　 １次元無限量子井戸２（位置座標の期待値、運動量の期

待値、ハミルトニアンの期待値）

第11回　 １次元無限量子井戸３（エルミート演算子、固有値、交

換関係、エーレンフェストの定理）

第12回　１次元調和振動子（境界条件と量子数、ゼロ点振動）

第13回　 トンネル効果（階段型ポテンシャル障壁、確率密度と確

率流れの連続方程式）

第14回　 スピン、結晶中の電子状態（磁気モーメント、シュテル

ン・ゲルラッハの実験、エネルギーバンド）

第15回　期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験（30％）、期末試験（40％）、レポート（30％）で評価する。

　60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義の前日以前の予習、講義のあった日の復習が必要である。

関連する数学の講義内容を理解していれば、本講義の理解はより

深く、確実になる。

７．教科書・参考書
●教科書

　教科書は各教員がそれぞれ定める。

●参考書

１ ）佐川弘幸・清水克多郎：量子力学（シュプリンガー・ファラー

ク）ISBN:4431707832　429.1/S-49

２）キッテル他：バークレー物理学コース、1-6（丸善）420/B-9

３）原康夫：物理学通論Ⅱ（学術図書出版社）420/H-25/2

４）原康夫：現代物理学（培風館）420/H-27

５）ファインマン他：ファインマン物理学（岩波書店）420/F-5

６ ）近浦吉則・太田成俊・鈴木芳文・田中洋介：コンピュータに

よる物理学演習（培風館）420.7/C-2

７ ）鈴木芳文・古川昌司・太田成俊・田中洋介・近浦吉則：原子

物理学－基礎とコンピュータシミュレーション－（東京教学社）

429/S-6

８．オフィスアワー等
　教員により設置が異なる。以下のＨＰを参照。

　http://www.mns.kyutech.ac.jp/~kamada/officehour
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総合システム工学科

－  283 －

基礎数理総合演習Ⅰ　　

Practice in Mathematics and Physics Ⅰ

第１年次　前期　必修　１単位

担当教員　　加藤　幹雄・池田　敏春・岡本　良治

１．概要
　「解析学Ⅰ」、「線形数学Ⅰ」、「力学基礎」の講義内容を補い、

総合的に深く理解できるように、講義の進行にあわせた演習を行

う。

２．キーワード
　１変数関数の微積分・行列と行列式・力学

３．到達目標
　数学・物理学の基本的な考え方を学ぶ。計算力・応用力をつける。

４．授業計画
１　数学演習 (1)

２　物理学演習 (1)：速度と加速度

３　数学演習 (2)

４　物理学演習 (2)：力と運動の法則

５　数学演習 (3)

６　物理学演習 (3)：単振動・減衰振動・強制振動

７　数学演習 (4)

８　数学演習 (5)

９　物理学演習 (4)：仕事とエネルギー

10　数学演習 (6)

11　物理学演習 (5)：2 粒子系・多粒子系の力学

12　数学演習 (7)

13　物理学演習 (6)：剛体の力学

14　数学演習 (8)

５．評価方法・基準
　試験および演習の結果で評価する。

　評価方法の詳細は担当教員より通知する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　「解析学Ⅰ」、「線形数学Ⅰ」、「力学基礎」と同時に履修するこ

とが望ましい。

講義の前日以前の予習、講義のあった日以後の復習が必要である。

７．教科書・参考書
　物理学演習：授業中のプリント、講義ホームページにおいて資

料を配布・掲示する。

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。

基礎数理総合演習Ⅱ　　

Practice in Mathematics and Physics Ⅱ

第１年次　後期　選択必修　１単位

担当教員　　鈴木　智成・平山　至大・美藤　正樹

１．概要
　「解析学Ⅱ」、「線形数学Ⅱ」、「熱と波動」の講義内容を補い、

総合的に深く理解できるように、講義の進行にあわせた演習を行

う。

２．キーワード
　多変数関数の微積分・ベクトル空間と線形写像・熱と波動

３．到達目標
　数学・物理学の基本的な考え方を学ぶ。計算力・応用力をつける。

４．授業計画
１　数学演習 (1)

２　物理学演習 (1)

３　数学演習 (2)

４　物理学演習 (2)

５　数学演習 (3)

６　物理学演習 (3)

７　数学演習 (4)

８　数学演習 (5)

９　物理学演習 (4)

10　数学演習 (6)

11　物理学演習 (5)

12　数学演習 (7)

13　物理学演習 (6)

14　数学演習 (8)

５．評価方法・基準
　試験および演習の結果で評価する。

　評価方法の詳細は担当教員より通知する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　「解析学Ⅱ」、「線形数学Ⅱ」、「熱と波動」と同時に履修するこ

とが望ましい

７．教科書・参考書

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。
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基礎数理総合演習Ⅲ　　

Practice in Mathematics and Physics Ⅲ

第２年次　前期　選択必修　１単位

担当教員　　仙葉　隆・酒井　浩・岸根　順一郎

１．概要
　「微分方程式」、「複素解析学」、「基礎電磁気学」の講義内容を

補い、総合的に深く理解できるように、講義の進行にあわせた演

習を行う。

２．キーワード
　常微分方程式・複素解析・電磁気学

３．到達目標
　数学・物理学の基本的な考え方を学ぶ。計算力・応用力をつける。

４．授業計画
１　数学演習 (1)

２　物理学演習 (1)

３　数学演習 (2)

４　物理学演習 (2)

５　数学演習 (3)

６　物理学演習 (3)

７　数学演習 (4)

８　物理学演習 (4)

９　数学演習 (5)

10　物理学演習 (5)

11　数学演習 (6)

12　物理学演習 (6)

13　数学演習 (7)

14　物理学演習 (7)

５．評価方法・基準
　試験および演習の結果で評価する。

　評価方法の詳細は担当教員より通知する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　「微分方程式」、「複素解析学」、「基礎電磁気学」と同時に履修

することが望ましい

７．教科書・参考書

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。

化学Ⅰ　　Chemistry Ⅰ

第１年次　前期　必修　２単位

担当教員　　金政　修司

１．概要
●授業の背景

　科学技術は分子や原子レベルで理解され制御を試みられるよう

になってきた。工学系において化学での議論の必要性が出てきた。

このような背景から、大学基礎化学を理解することは重要である。

●授業の目的

　大学基礎化学として、（１）個々の原子、分子の構造や反応性

を、電子状態、化学結合論などの微視的立場から議論し、理解す

る。（２）原子、分子の集団としての振る舞いに対する巨視的立

場からの取り扱いとして気体分子を対象とした状態方程式を中心

に議論し、理解する。

●授業の位置付け

　高等学校の内容を更に掘り下げ、個々の知識を有機的に組み合

わせることによって化学現象をより総合的に理解できるようにす

る。

２．キーワード
　原子構造、分子構造、電子配置、周期律、化学結合論、状態方

程式

３．到達目標
（1）元素、原子、分子、イオンなど、物質を構成する要素につい

て説明できる。

（2）原子構造、原子の電子配置、元素の周期律について説明できる。

（3）化学結合の様式と、分子や物質の形状・化学的性質との関係

を説明できる。

（4）気体の特性について説明できる。

４．授業計画
第１回　宇宙の誕生と物質進化：宇宙化学論

第２回　超ミクロの世界を探る：原始構造論Ⅰ

第３回　超ミクロの世界を探る：原始構造論Ⅱ

第４回　超ミクロの世界を探る：原始構造論Ⅲ

第５回　人も電子も波となる：量子論Ⅰ

第６回　人も電子も波となる：量子論Ⅱ

第７回　人も電子も波となる：量子論Ⅲ

第８回　華麗なる対象性の世界：分子構造論Ⅰ

第９回　華麗なる対象性の世界：分子構造論Ⅱ

第10回　華麗なる対象性の世界：分子構造論Ⅲ

第11回　地球温暖化現象の謎：分子分光学Ⅰ

第12回　地球温暖化現象の謎：分子分光学Ⅱ

第13回　魔法のサッカーボール：物質構造論Ⅰ

第14回　魔法のサッカーボール：物質構造論Ⅱ

第15回　試験

５．評価方法・基準
　中間試験（40％）、期末試験（40％）、授業態度・小テスト・レ

ポートなど（20％）で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　予習、復習を行うこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　中田宗隆　著「化学　基本の考え方 12 章」東京化学同人，

430/N-8

●参考書

　乾利成、中原昭次、山内脩、吉川要三郎　共著「改訂化学－物

質の構造、性質および反応－」化学同人，430/I-7/a

８．オフィスアワー
　初回の授業時に通知する。
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化学Ⅱ　　Chemistry Ⅱ

第１年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　竹中　繁織

１．概要
●授業の背景

　科学技術は分子や原子レベルで理解され制御を試みられるよう

になってきた。工学系において化学での議論の必要性が出てきた。

このような背景から、大学基礎化学を理解することは重要である。

●授業の目的

　大学基礎化学として、（1）液体および固体状態にある原子、分

子の集団について、個々の原子、分子の化学的性質と集団として

の構造や物性との関係を理解する。（2）水溶液については、電解

質溶液、酸と塩基、緩衝液を中心に、日常の実験操作とも関連さ

せて理解する。（3）固体の融解、液体の蒸発などの状態変化、燃

焼などの化学反応に伴う熱の出入り、変化の進行方向、あるいは

平衡状態の達成などを取り扱う化学熱力学について理解する。（4）

電池の創生と電極反応、電極電位を中心に電気と化学とのつなが

りについて理解する。（5）資源、エネルギーの立場から、金属の

精錬、化学工業、エネルギー資源について、化学の側面から理解

を深める。

●授業の位置付け

　高等学校の内容を更に掘り下げ、個々の知識を有機的に組み合

わせることによって化学現象をより総合的に理解できるようにす

る。

２．キーワード
　液体の蒸気圧、溶液の濃度、結晶構造、単位格子、状態図、電

解質溶液、酸と塩基、緩衝溶液、熱力学第一法則、熱力学第二法則、

エンタルピー、エントロピー、自由エネルギー、化学平衡、平衡

定数、反応速度、速度定数、一次反応、二次反応、活性化エネル

ギー、触媒反応、電気化学セル、活量、起電力、電極電位、電気

分解、金属資源、無機化学工業、エネルギー資源

３．到達目標
（１） 　純物質液体や溶液について、蒸気圧などの物理的性質、物

質の溶解、溶解度、濃度表現などに関する説明や計算ができる。

（２） 　水溶液については、電解質、酸と塩基、緩衝作用などの概

念を把握し、化学実験などの場で活用できるようになる。

（３） 　熱力学第一法則は相変化や化学変化においてエネルギー保

存則が成り立つことを示したものであり、熱力学第二法則は

自発的に起こる変化の方向を説明できる。また、エンタル

ピー、エントロピー、自由エネルギーなどの意味を理解し、

化学平衡・平衡定数と関連付けて説明できる。

（４） 　化学変化の速度、反応の次数、反応機構、素反応、律速段

階、活性化エネルギー、触媒反応などに関する説明や計算が

できる。

（５） 　電池（cell）とそれを構成する電極で起こる化学反応、イ

オン活量と活量係数、電池の起電力と電極電位、電気分解な

どについて説明や計算ができる。

（６） 　鉄、銅、アルミニウムなど、金属の鉱石からの分離・精製、

水酸化ナトリウム、炭酸ナトリウム、塩酸などの製造、エネ

ルギー問題およびそれに密接に関わる大気汚染などの環境問

題について説明でき、また、将来の展望について構成できる。

４．授業計画
第１回　ランダム運動が生む秩序：気体運動論Ⅰ

第２回　ランダム運動が生む秩序：気体運動論Ⅱ

第３回　ランダム運動が生む秩序：気体運動論Ⅲ

第４回　エネルギーは不滅である：熱力学第一法則Ⅰ

第５回　エネルギーは不滅である：熱力学第一法則Ⅱ

第６回　誰にも束縛されたくない：熱力学第二法則Ⅰ

第７回　誰にも束縛されたくない：熱力学第二法則Ⅱ

第８回　誰にも束縛されたくない：熱力学第二法則Ⅲ

第９回　永遠なる地球の水の循環：相平衡論Ⅰ

第10回　永遠なる地球の水の循環：相平衡論Ⅱ

第11回　深刻化する酸性雨の被害：化学平衡論Ⅰ

第12回　深刻化する酸性雨の被害：化学平衡論Ⅱ

第13回　ダイヤモンドは炭になる：化学反応論Ⅰ

第14回　ダイヤモンドは炭になる：化学反応論Ⅱ

第15回　試験

５．評価方法・基準
　中間試験（40％）、期末試験（40％）、授業態度・小テスト・レ

ポートなど（20％）で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　予習、復習を行うこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　中田宗隆　著「化学　基本の考え方 12 章」東京化学同人，

430/N-8

●参考書

　乾利成、中原昭次、山内脩、吉川要三郎　共著「改訂化学－物

質の構造、性質および反応－」化学同人， 430/I-7/a

８．オフィスアワー
　初回の授業時に通知する。

　メールアドレス：shige@che.kyutech.ac.jp
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図形情報科学　　Science of Technical Drawings

第２年次　後期　必修　２単位

担当教員　　金元　敏明

１．概要
●授業の背景

　情報伝達手段として図形は重要な位置を占め、工学系において

は図面で代表される。研究、設計、生産、納入検査、保守点検な

ど、物にかかわる活動において図面は手放せないものであり、工

学を修める者には図面の読み書き能力が最低限要求される。

●授業の目的

　上記の要求に応えられるよう、ここでは、三次元空間における

立体の二次元面への表示法およびその逆の場合に対する理論と技

術を講義し、立体形状に対する的確な認識力、創造力、表現力を

養成する。

●授業の位置付け

　本講義で取り扱う内容は工学設計／製図のみならず、あらゆる

分野で使用する図表現の基礎理論／技術として修得する必要があ

る。

２．キーワード
　図形、情報、図学、設計、製図、三次元空間

３．到達目標
　三次元空間における立体を正確かつ的確に二次元面へ表示でき、

その逆もできるようにする。また、設計製図に対する基礎知識を

修得する。

４．授業計画
第１回　工学における図形情報処理の基本

第２回　投象法の基礎と投象図

第３回　立体の正投象と副投象

第４回　空間に置かれた直線の投象

第５回　空間に置かれた垂直２直線と平面の投象

第６回　交わる直線と平面の投象

第７回　交わる平面と平面の投象

第８回　交わる平面と立体の投象および切断面表示法

第９回　交わる多面体と多面体の投象

第10回　交わる多面体と曲面体の投象

第11回　交わる曲面体と曲面体の投象

第12回　立体表面の展開法

第13回　単面投象による立体的表示法

第14回　 工学製図への入門、コンピュータ・グラフィックスと

　　　　ＣＡＤ概要

第15回　試験

５．評価方法・基準
　期末試験結果と毎回行う作図演習レポートをほぼ同等に評価し、

60点以上を合格とする。ただし、講義への出席率が悪い場合（１

／３以上欠席）には、前述の評価結果にかかわらず再履修となる。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　教科書、演習問題、製図用具（コンパス、ディバイダ、三角定

規）を持参して受講すること。講義内容を十分理解するためには、

予習復習を必ず行うこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　金　元敏明：製図基礎：図形科学から設計製図へ（共立出版）

501.8/K-19

●参考書

１）磯田　浩：第３角法による図学総論（養賢堂）414.9/I-2

２）沢田詮亮：第３角法の図学（三共出版）414.9/S-11

３ ）田中政夫：第三角法による図学問題演習（オーム社）414.9/

T-3

４）吉澤武男：新編ＪＩＳ機械製図（森北出版）531.9/Y-7

８．オフィスアワー等
　前期：木曜２、４時限を除く随時

　後期：月曜２、３時限、木曜１、３時限を除く随時

総合システム工学入門 PBL　　

Introductory PBL on Integrated System Engineering

第１年次　前期　　必修　２単位

担当教員　　総合システム工学科各教員

１．概要
　総合システム工学科における数理科学・物理学科目の位置づけ

を講義するとともに、機械工学や電気電子工学を中心とする複数

の専門分野の現状や研究の概要を把握する。

●授業の目的

　総合システム工学科における４年間の学習内容および専門分野

の概要を把握し、自らの将来について展望するきっかけを作ると

共に今後４年間の学習の動機付けを行う。さらに、エンジニア

に必要なコミュニケーション能力・プレゼンテーション能力と

いった学習のための基本スキルを身につけ、グループ学習による

PBL を通してチームとしての行動力を育てる。

●授業の位置付け

　４年間の学習へのガイダンス科目である。

２．キーワード
　課題解決型学習（PBL）、総合システム工学、プレゼンテーショ

ン、コミュニケーション、グループ学習

３．到達目標
　総合システム工学科における４年間の学習内容を把握し、学習

のための準備を万全にすると同時に学習の動機を強くする。

４．授業計画（[ ] 内は授業回数の目安）
（１）ガイダンス [1]

（２）数理科学科目俯瞰講義 [3]

（３）物理学科目俯瞰講義 [2]

（４）総合システム工学入門リレー講義 [12]

（５）コミュニケーションスキル [3]

（６）日本語表現技術法 [3]

（７）プレゼンテーション [4]

５．評価方法・基準
　レポート（60％）、プレゼンテーション（40％）により評価する。

60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　（５）～（７）はグループ学習となる。適宜課題が示されるので、

授業時間外で取り組むこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　なし

●参考書

　なし

８．オフィスアワー等
　第１回目の講義の時に指定する。
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実践プログラミング PBL　　

PBL on Practical Programming

第２年次　前期　必修　２単位

担当教員　　浅海　賢一

１．概要
　研究論文の中でプログラミングにより追試可能な課題を選び、

実際にプログラムを開発して結果を得る。プロジェクトの理解か

ら始めて、プログラミングにより解決するべき問題の設定、プロ

グラム設計、コーディング、成果の表現、プレゼンテーションを

チーム単位で行う。

●授業の目的

　実践的なプログラミングの技能を、課題解決型学習により鍛え

る。プログラミングにおける問題の発見・設定、設計の技能を身

につける。

●授業の位置付け

　同じ学期の「情報処理基礎」でプログラミングの基礎事項を学

びながら、本科目で実践力を身につける。

２．キーワード
　課題解決型学習（PBL）、論文講読、プログラミング、プレゼ

ンテーション

３．到達目標
　実際にプログラミングが必要となる場で、役に立つプログラム

を作成し結果を導くことができるようになる。

４．授業計画
第１回：プロジェクト紹介

第２回：プロジェクト選択・チーム構成

第３～10回：プロジェクト論文講読

第11、12回：課題設定

第13～16回：プログラミング演習

第17、18回：プログラム設計

第19～22回：コーディング

第23、24回：成果の整理

第25、26回：プレゼンテーション準備

第27、28回：発表会・相互評価

５．評価方法・基準
　レポート（60％）、プレゼンテーション（40％）により評価する。

60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　グループ学習が中心となるが、個人ごとの課題も設定される。

グループでの役割を果たすと同時に個々人の能力を磨くことが大

切である。情報学習プラザのコンピュータ及びインターネットを

授業時間外にもできる限り活用することが望ましい。

７．教科書・参考書
●教科書

　なし

●参考書

　なし

８．オフィスアワー等
　第１回目の講義の時に指定する。

計算数理工学 PBL　　PBL on Computational Engineering

第２年次　後期　必修　２単位

担当教員　　総合システム工学科各教員

１．概要
　基礎数学・応用数学・物理学の各分野から課題を設定し、表計

算・数式処理・プログラミングの中から課題に応じて選択した手

法によりこれを解く。

●授業の目的

　数学と物理学の応用的な問題を、コンピュータを援用するさま

ざまな方法を駆使して解決する技能を身に付ける。実践的にコン

ピュータを利用する技能を磨くだけでなく、数学・物理学の理解

を深める。

●授業の位置付け

２．キーワード
　課題解決型学習（PBL）、計算数理、プレゼンテーション

３．到達目標

４．授業計画
第１回：イントロダクション

第２、３回：表計算と数式処理の復習

第４回：演習１：解析学分野

第５回：演習２：線形数学編

第６～９回：基礎数学課題演習

第10回：演習３：複素解析学

第11回：演習４：微分方程式

第12回：演習５：統計学

第13～16回：応用数学課題演習

第17回：演習６：力学

第18回：演習７：熱力学

第19回：演習８：波動

第20～22回：物理学課題演習（前半）

第23回：演習９：電磁気学

第24回：演習10：量子力学

第25回：演習11：統計力学

第26～28回：物理学課題演習（後半）

５．評価方法・基準
　レポート（60％）、プレゼンテーション（40％）により評価する。

60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　情報学習プラザのコンピュータ及びインターネットを授業時間

外にもできる限り活用することが望ましい。

７．教科書・参考書
●教科書

　なし

●参考書

　なし

８．オフィスアワー等
　第１回目の講義の時に指定する。
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総合システム工学科

総合システム工学 PBL　　

PBL on Integrated System Engineering

第３年次　通年　必修　２単位

担当教員　　総合システム工学科各教員

１．概要
　比較的「オープンな問題」をテーマとし、グループで研究・調

査に取り組むプロジェクト学習である。

●授業の目的

　一つのプロジェクトを達成する過程で、解決への手段をグルー

プで自ら見つけ出すことにより、問題発見・問題解決能力とコミュ

ニケーション・ディスカッションの能力を身につける。

●授業の位置付け

　総合システム工学ゼミナール・卒業研究プロジェクトへのス

テップである。

２．キーワード
　課題解決型学習（PBL）、総合システム工学、問題解決能力、チー

ムワーク

３．到達目標
● プロジェクトの進め方（問題設定から、問題解決のための計画

立案、実施、報告まで）について自分の方法論を身につける。

● これまでに身につけた知識と技能を実践的な場面で活かすこと

ができるようになる。

４．授業計画
　初回にテーマ説明会を行う。あらかじめ設定されたテーマにつ

いて、各教員からの説明を受け、テーマ選択を行う。希望と人数

を考慮してグループ編成を行う。

　その後は各教員の指導の下、グループで一つのプロジェクトに

取り組む。具体的な進め方は担当教員によって異なる。

　前期終了時に中間発表会、後期終了時に成果発表会を行う。

５．評価方法・基準
　レポート・報告書（70％）、プレゼンテーション（30％）によ

り評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　５名程度のグループを構成し、各教員の指導の下、グループで

一つのプロジェクトに取り組む。成果も大事であるが、それより

も自ら考えるプロセスを重要視する。最終的に報告書を作成する。

毎週の作業記録である週報の提出を義務付ける。プロジェクトの

進行状況に応じて授業時間外においても積極的に取り組むこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　なし

●参考書

　なし

８．オフィスアワー等
　第１回目の講義の時に指定する。

物理学実験　　Practical Physics

第２年次　後期　必修　１単位

担当教員　　鈴木　芳文・太屋岡　恵里子

１．概要
●授業の背景

　物理学は工学の自然科学的な基礎の学問である。その方法と考

え方を実験を通して身につけることは必要不可欠である。

●授業の目的

　工学基礎としての物理学実験では、以下の３つの目的がある。

① 　物理学の原理・法則性を抽象的に理解するだけでなく、実験

にもとづいて体得すること。

② 　物理実験の基本的方法を習得し、実験装置の使用に習熟する

こと。

③　報告書の作成の訓練を行うこと。

●授業の位置付け

　力学基礎、熱と波動、基礎電磁気学などで学習した物理学の原

理・法則性を実験にもとづいて体得する。また物理学実験は理工

学の種々の研究実験に共通する基礎的実験法の学習という重要な

役割を担っている。

２．キーワード
　力学、熱学、光学、電磁気学、原子物理学、コンピュータ・シ

ミュレーション

３．到達目標
　将来、研究分野または生産分野に活躍する理工系の学生諸君が、

自然科学の基礎となる物理学の基礎学力と創造力を身につけるこ

とを目標とする。

４．授業計画
第１回　 物理学実験についての講義（注意事項、データ処理およ

び安全教育）

第２回～ 第13回　力学、熱学、光学、電磁気学、原子物理学に関

する19種の独立な実験テーマを準備している。これらの

テーマ中から適当に割当てて実験を行なわせる。

　実験テーマの例

　（１）ボルダの振子

　（２）ケーターの振子

　（３）ねじれ振子

　（４）ヤング率

　（５）空気の比熱比

　（６）熱電対の起電力

　（７）光のスペクトル

　（８）ニュートン環

　（９）回折格子

　（10）光の回折・干渉

　（11）電気抵抗

　（12）電気回路

　（13）等電位線

　（14）ダイオードおよびトランジスター

　（15）オシロスコープ

　（16）放射線

　（17）コンピュータ・シミュレーション

　（18）電気素量

　（19）プランク定数

第14回　実験予備日（1）

第15回　実験予備日（2）

５．評価方法・基準
　原則として割当てられた実験テーマの実験をすべて行い、その

レポートをすべて提出することが合格の必要条件となる。

　実験中の態度（20％）およびレポートの内容（80％）によって

総合的に評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　上記の目的を達成するためには、単に教科書の指示どおりに測

定をした、計算をした、というのでは実効をあげえない。そこで、

実験を行う前日までに、実験計画を立て当日の実験と実験結果の

検討・考察を効果的に行い、物理的なものの見方、考え方を身に

つけるような学習実験態度が必要である。

７．使用する教科書
　近浦吉則・高木精志・鈴木芳文・出口博之：理工学基礎課程～

物理学実験　第７版（東京教学社）420.7/C-6

８．オフィスアワー等
　各担当教員によって異なるので、初回の講義時に通知する。
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情報リテラシー　　Computer and Network Literacy

第１年次　前期　必修　２単位

担当教員　　浅海　賢一・木村　広・守　啓祐・本山　晴子

１．概要
　情報化時代の読み書き能力を習得する。学内ネットワークの利

用方法を理解し、以降の情報系科目の基礎となるコンピュータ活

用能力を身につける。

２．キーワード
　インターネット、情報倫理、オフィス、ホームページ

３．到達目標
・ワードプロセッサを使って文書を作成、印刷できること。

・コンピュータやインターネットの用語について熟知する。

・情報科学センターと遠隔的に正しくデータ転送できること。

・HTML言語を用いて自由にホームページを作成できること。

・キーボードを見ずに文字入力するタッチタイプに習熟する。

４．授業計画
第１回　ログイン・ログアウト

第２回　ワードプロセッサ

第３回　電子メール

第４回　図書館システム

第５回　ファイルシステム

第６回　Linuxのコマンド

第７回　外部ストレージの利用

第８回　データ転送

第９回　リモートログイン

第10回　エディタ

第11回　インターネット

第12回　HTML（1）

第13回　HTML（2）

第14回　セキュリティ、情報倫理

第15回　試験

５．評価方法・基準
　レポート（40％）、試験（60％）で評価する。60点以上を合格

とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　情報学習プラザのコンピュータ及びインターネットを授業時間

外にもできる限り活用することが望ましい。

７．教科書・参考書
●教科書

　特に指定しない。

●参考書

１）パパート：マインドストーム（未来社）375.1/P-1

２ ）佐伯：コンピュータと教育（岩波新書）375.1/S-9，081/

I-2-3/332、 081/I-2-4/508

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。

情報 PBL　　PBL on Computer Literacy

第１年次　後期　必修　２単位

担当教員　　浅海　賢一・木村　広

１．概要
　前半には表計算・数式処理のためのアプリケーションの活用法

を学び、後半には PBL（Project-Based Learning）を実施する。

少人数（３－６人）のチームを構成し、チームごとにテーマの調

査、作品の制作、プレゼンテーションを行う。テーマはコンピュー

タ科学を中心とする科学技術全般、ビジネスなどの分野から選ぶ。

●授業の目的

　コンピュータを効果的に活用する実践力を獲得することを目的

とする。コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、チー

ムワーク能力の向上を図る。

●授業の位置付け

　情報活用能力とプレゼンテーション技術は４年次に取り組む卒

業研究を円滑に遂行するためにも体得しておく必要がある。

２．キーワード
　課題解決型学習、情報活用能力、プレゼンテーション技術

３．到達目標
　問題解決能力を身につけることを目標とする。さらに、議論や

プレゼンテーションを通した説得力を身につける。

４．授業計画
第１回　表計算（1）－数式、関数、書式

第２回　表計算（2）－グラフ描画、統計関数

第３回　表計算（3）－検索関数、データベース関数

第４回　数式処理（1）－シンボル計算、組み込み関数

第５回　数式処理（2）－グラフィクス、ファイル入出力

第６回　数式処理（3）－代数方程式、常微分方程式

第７回　PBL（1）－グループ構成、プロジェクト立案

第８回　PBL（2）－検索サイト、テーマの理解と共有

第９回　PBL（3）－中間報告、テーマ調査のまとめ方

第10回　PBL（4）－作品の作成、テーマ調査の仕上げ

第11回　PBL（5）－プレゼン準備、スライド作成

第12回　PBL（6）－プレゼン準備、発表練習

第13回　PBL（7）－発表会、相互評価

第14回　PBL（8）－発表会、相互評価

５．評価方法・基準
　表計算のレポート（20％）、数式処理のレポート（20％）、作品

とプレゼンテーション（60％）で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　前期の「情報リテラシー」をよく理解しておく必要がある。

PBL では主体的にテーマの調査に取り組み、メンバー間で協力

しあうことが特に大切である。情報学習プラザのコンピュータ及

びインターネットを授業時間外にもできる限り活用することが望

ましい。

７．教科書・参考書
●教科書

　特に指定しない。

●参考書

１）金安岩男：プロジェクト発想法（中公新書）081/O-1/1626

２）川喜田二郎：発想法（中公新書）507/K-4/1,2,081/C-1/136

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。
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情報処理基礎　　Elementary Course for Programming

第２年次　前期　必修　２単位

担当教員　　平原　貴行

１．概要
　代表的なプログラミング言語の一つである C を取り上げ、プ

ログラミングの基礎を講義する。演習を多く取り入れ、基本的な

概念の習得に重点を置く。

●授業の目的

　工学においてプログラミングは欠かせない技能の一つである。

さまざまなプログラミング言語の中で、C は最も重要な位置にあ

る。その考え方は多くの言語と共通であり応用されている。C そ

のものを用いることはなくても、他の言語やアプリケーションに

備わっているプログラミング機能を利用することも多い。将来の

応用を見据えて、プログラミングの基本を身につけることが本講

義の主目的である。また、プログラミングを通して、論理的思考

能力を鍛えることも本講義の目的に含まれる。

●授業の位置付け

　１年次の「情報リテラシー」「情報 PBL」では主として既製の

アプリケーションの利用法を学んだが、コンピュータを思い通り

に使うためにはプログラミングの知識が必要不可欠である。本科

目の内容は、２年後期の「情報処理応用」において前提となって

いるだけでなく、３年次の情報系科目や卒業研究等においても必

要とされることが多い。

２．キーワード
　プログラミング、C

３．到達目標
　高級プログラミング言語に共通な概念を理解し習得する。基本

的なプログラムの作成能力を身につける。

４．授業計画
第１回　イントロダクション：プログラミングの役割

第２回　Ｃのプログラムの基本構造、入出力と基本演算

第３回　条件分岐（1）

第４回　条件分岐（2）

第５回　繰り返し処理

第６回　制御構造の組み合わせ

第７回　配列

第８回　中間試験

第９回　関数の作成

第10回　ポインタの基礎（1）

第11回　ポインタの基礎（2）

第12回　構造体

第13回　ファイル処理

第14回　メモリ管理とリスト

第15回　期末試験

５．評価方法・基準
　レポート（20％）、中間試験（30％）、期末試験（50％）で評価

する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義を聴くだけではプログラミングは上達しない。自ら積極的

に演習・課題に取り組む姿勢が望まれる。情報学習プラザのコン

ピュータ及びインターネットを授業時間外にもできる限り活用す

ることが望ましい。

７．教科書・参考書
●教科書

　第１回目の講義の時までに指定する。

●参考書

１ ）カーニハン、リッチー「プログラミング言語 C」（共立出版）

549.9/K-116

２）ハンコック他「C言語入門」（アスキー出版局）549.9/H-119

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。

情報処理応用　　Practical Computer Programming

第２年次　後期　必修　２単位

担当教員　　浅海　賢一・木村　広

１．概要
・PICマイコン搭載のロボットカーのライントレース走行に挑戦

する。

・プログラム開発、ファイル転送、ROMへの焼き込み、デバッ

グ、プログラム評価まで、一連の作業は５-６人のグループで

協力しながら進める。

・プログラミングの能力を高めるとともに、プログラムの仮想的

世界と現実世界の違いの理解を深め、ものづくりの心を養う。

２．キーワード
　プログラミング、PIC、ロボットカー、ライントレース

３．到達目標
　プログラミングにおけるループ、条件分岐、抽象化の手法と概

念、グループ学習における協力の精神を習得すること。

４．授業計画
第１回　イントロ、グループ分け

第２回　PICマイコンの概要

第３回　ロボットカーのハードウェア

第４回　 メモリ、レジスタ、アドレッシング、出力と入力の切り

替え

第５回　２進数/16進数とタイマー

第６回　 開発環境（コンパイラ、アセンブラ、ROMライタ）に

ついて

第７回　LEDのオン、オフ

第８回　モータのオン、オフ

第９回　タッチセンサー情報の読み取り

第10回　チャタリングの回避

第11回　フォトセンサー情報の読み取り

第12回　回転速度を制御するには？

第13回　ポーリングと割り込み

第14回　位置制御、速度制御

第15回　ロボットカー走行の評価

５．評価方法・基準
　グループ活動への参加の度合いを 20％、PIC カー走行のパ

フォーマンスを 50％、開発した C プログラムの完成度 30％で評

価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　情報リテラシー（コンピュータ上のファイル操作）、情報基礎

（C プログラミング）の知識を前提とする。情報学習プラザのコ

ンピュータ及びインターネットを授業時間外にもできる限り活用

することが望ましい。

７．教科書・参考書
●教科書

　オンラインテキストを用意する。

●参考書

１ ）後閑「C言語による PIC プログラミング入門」（技術評論社）

549.9/G-191

２）堀「図解 PIC マイコン実習」（森北出版）549.9/H-376

３ ）カーニハン、リッチー「プログラミング言語 C」（共立出版）

549.9/K-116

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。
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応用数理 A　　Applied Mathematical Science A

第３年次　前期　選択必修　２単位

担当教員　　平山　至大

１．概要
　空間の幾何学的性質を微積分の方法により解析する。ベクトル

解析の基礎的な事柄を解説したのち、３次元空間における曲線、

曲面および曲面上の幾何学について解説する。

２．キーワード
　ベクトル解析、曲率、捩率、フルネの公式、曲面の基本量、構

造方程式、測地的曲率

３．到達目標
　空間の幾何学的性質を解析するための微積分の方法を身に付け、

曲線や曲面の幾何学的基本量を計算することができる。

４．授業計画
１．ベクトル空間の内積・外積

２．ベクトル場の微分

３．ベクトル場の積分

４．フルネ標構

５．曲線の曲率・捩率

６．フルネの公式

７．演習

８．曲面の第一基本量

９．曲面の第二基本量

10．曲面の法曲率・主曲率

11．ガウス・ワインガルテンの方程式

12．曲面の構造方程式

13．測地的曲率

14．講義の復習と演習

15．試験

５．評価方法・基準
　試験および演習の結果で評価する。評価方法の詳細は担当教員

より通知する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　本講義を受講するには、「解析学Ⅰ」、「解析学Ⅱ」、「線形数学Ⅰ」、

「線形数学Ⅱ」を履修していることが望ましい。

７．教科書・参考書（教科書１、参考書２・３）
１．石原　茂・竹村由也：微分幾何（森北出版）414.7/I-4

２．小林昭七：曲線と曲面の微分幾何（裳華房）414.7/K-26

３．小沢哲也：曲線・曲面と接続の幾何（培風館）414.7/O-10

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。

応用数理 B　　Applied Mathematical ScienceB

第３年次　前期　選択必修　２単位

担当教員　　仙葉　隆

１．概要
　工学諸分野において様々な現象が微分方程式により表現される。

本授業では、偏微分を用いて記述される微分方程式である偏微分

方程式とその解についての基本的な知識と代表的な解法について

述べる。

２．キーワード
　解の表示、双曲型偏微分方程式、楕円型偏微分方程式、放物型

偏微分

３．到達目標
・代表的な偏微分方程式についての解の表示ができる。

・代表的な偏微分方程式についての基本的な解の性質を導くこと

ができる。

４．授業計画
第１回：微分方程式とその解

第２回～５回：双曲型偏微分方程式

第６回～10回：楕円型偏微分方程式

第11回～14回：放物型偏微分方程式

５．評価方法・基準
　試験および演習の結果で評価し、60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　「解析学Ⅰ」、「解析学Ⅱ」、「微分方程式」を修得していること

が望ましい。また、講義内容を十分に理解するために、予習及び

復習を行うことが必要である。

７．教科書・参考書
１ （教科書）．加藤義夫：サイエンスライブラリ 現代数学への入

門＝ 11 偏微分方程式［新訂版］（サイエンス社）413.6/K-35/2

２ （参考書）．草野尚：理工系基礎の数学４ 偏微分方程式（朝倉

出版）413.6/K-46

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問い合わせ方法などについては第１

回の講義において指定する。
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応用数理 C　　Applied Mathematical ScienceC

第３年次　後期　選択　２単位

担当教員　　加藤　幹雄

１．概要
　微分積分学など「古典解析学」では個々の関数等についてその

特性を考察した。「現代解析学」（関数解析学）では、それらの知

識を整理統合して、高い見地から種々の現象の解析的構造を洞察

する。本講義では、前半で現代解析学の基礎である「距離」（位相」）

と「測度」についてそのエッセンスを述べる。それに基づいて後

半では、工学的応用の舞台となる「関数空間」など、関数解析学

の基礎事項についてコンパクトに解説する。

２．キーワード
　リーマン積分、ルベーグ積分、測度、距離、ノルム、関数空間、

L２空間

３．到達目標
　高度な数学があらゆる領域で応用される今日、現代解析学の

エッセンス（基礎）に触れ、それらを運用できる基礎的素養を身

につけることを目的とする。とくに、連続関数の作る空間などの

関数空間をあたかも実数を扱うかのように取り扱う視点と手法を

獲得する。

４．授業計画
１．リーマン積分再考

２．測度１

３．測度２

４．ルベーグ積分１

５．ルベーグ積分２

６．応用１－確率論の基礎概念

７．距離の概念

８．ノルム空間１

９．ノルム空間２

10．関数空間１

11．関数空間２

12．関数空間３

13．応用２－最良近似問題等

14．復習・まとめ

５．評価方法・基準
　レポートおよび試験の結果で評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　本講義を十分に理解するためには、解析学Ⅰ、Ⅱ、線形数学Ⅰ、

Ⅱを修得していることが望ましい。

７．教科書・参考書（参考書２、３）
１．講義プリント

２ ．洲之内治男：（改訂）関数解析入門（サイエンス社）413.5/

S-63

３．吉田洋一：ルベグ積分入門（培風館）413.4/Y-2

８．オフィスアワー等
　最初の講義のときに指定する。

応用数理 D　　Applied Mathematical ScienceD

第３年次　後期　選択　２単位

担当教員　　酒井　浩

１．概要
　本講義では、記号論理の必要性から始めて、命題論理、述語論

理へと展開し、論理系における最も重要な性質である健全性・完

全性定理を解説する。また、論理系の応用である論理プログラム

に言及する。

２．キーワード
　命題論理、述語論理、論理プログラム

３．到達目標
　論理に基づく計算は、知的な情報処理を実現するための数学的

な枠組みである。本講義では、記号論理学の入門である命題論理、

述語論理を紹介し、論理系の枠組みの修得を目指す。

４．授業計画
第１回　導入と記号論理

第２回　論理と意味

第３回　命題論理の形式論

第４回　命題論理の意味論

第５回　命題論理の公理系と論理的帰結

第６回　命題論理における完全性定理

第７回　命題論理の演習

第８回　述語論理の形式論

第９回　述語論理の意味論

第10回　述語論理のモデル理論

第11回　導出原理

第12回　論理計算による証明

第13回　ホーン節集合とプログラム

第14回　述語論理の演習

第15回　試験

５．評価方法・基準
　試験（100％）で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　欠席すると次回の内容の把握が難しくなるので、受講者は毎回

続けて出席すること。

７．教科書・参考書
　第１回の講義のときに、教科書、参考書を指定する。

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。
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アルゴリズムとデータ構造　　

Algorithms and Data Structures

第３年次　前期　選択　２単位

担当教員　　

１．概要
●授業の背景

　プログラム作成能力の向上には、言語の文法をマスターするだ

けでなく、アルゴリズムとデータ構造の知識が必要となる。

●授業の目的

　データ探索、データ整列、再帰などのアルゴリズム、及びリス

ト、スタック、キューなどのデータ構造を習得する。

●授業の位置付け

　前期の「情報処理基礎」で習得した C 言語の基礎知識を代表

的なデータ処理に適用して、プログラミング能力の向上を目指す。

２．キーワード
　データ探索、データ整列、再帰関数、データ構造

３．到達目標
　プログラムを順序だてて正しく創作できるようになるための考

え方と手法を身につける。

４．授業計画
第１回　フローチャート、計算量

第２回　データ探索（1）－線形探索、二分探索

第３回　データ探索（2）－ハッシュ探索

第４回　データ探索（3）－ハッシュ値の衝突

第５回　データ探索（4）－処理速度の比較

第６回　データ整列（1）－選択ソート、バブルソート

第７回　データ整列（2）－挿入ソート、シェルソート

第８回　データ整列（3）－クイックソート、マージソート

第９回　データ整列（4）－処理速度の比較

第10回　再帰関数－階乗、迷路、ハノイの棟

第11回　データ構造（1）－線形リスト

第12回　データ構造（2）－双方向リスト、二分木

第13回　データ構造（3）－スタック

第14回　データ構造（4）－キュー

第15回　試験

５．評価方法・基準
　レポート（40％）、試験（60％）で評価する。60点以上を合格

とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　C 言語プログラミングの基本知識を前提とする。情報学習プラ

ザのコンピュータ及びインターネットを授業時間外にもできる限

り活用することが望ましい。

７．教科書・参考書
●教科書

　特に指定しない。

●参考書

１ ）近藤：定本 C プログラマのためのアルゴリズムとデータ構

造（ソフトバンク）549.9/K-472

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。

アセンブリ言語　　Assembly Language Programming

第３年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　浅海　賢一

１．概要
●授業の背景

　アセンブリ言語はプロセッサ（CPU）が直接処理できる機械

語と１対１に対応したプログラミング言語であり、マイコン・組

み込みシステム開発に必要となる。

●授業の目的

　CPU の構造、レジスタの構成と役割、アドレスの指定方法、

機械語命令体系を学ぶ。

●授業の位置付け

　C 言語では表に登場しない CPU の内部動作まで考慮したプロ

グラミングを学ぶことは、コンピュータの仕組みを体系的に把握

することにつながる。情報処理技術者試験用の CASL Ⅱを対象

とする。

２．キーワード
　レジスタ、アドレス、スタック、機械語命令

３．到達目標
　アセンブリ言語の読み書きを身につけ、プログラム動作の基本

原理を理解する。

４．授業計画
第１回　CPUの構造（1）－レジスタ、アドレス

第２回　CPUの構造（2）－データ表現

第３回　データ転送命令－ロード、ストア

第４回　算術演算命令（1）－加減演算

第５回　算術演算命令（2）－比較演算

第６回　ビット演算命令（1）－論理演算

第７回　ビット演算命令（2）－シフト演算

第８回　制御命令－ジャンプ、コール、リターン

第９回　スタック操作命令－プッシュ、ポップ

第10回　条件分岐処理－大小判定、文字判定

第11回　繰り返し処理－合計、最大値

第12回　サブルーチン（1）－乗算、除算、階乗

第13回　サブルーチン（2）－データ複写・交換

第14回　サブルーチン（3）－データ探索・整列

第15回　試験

５．評価方法・基準
　レポート（40％）、試験（60％）で評価する。60点以上を合格

とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　C 言語プログラミングの基本知識を前提とする。情報学習プラ

ザのコンピュータ及びインターネットを授業時間外にもできる限

り活用することが望ましい。

７．教科書・参考書
●教科書

　特に指定しない。

●参考書

１ ）浅井、岸田、尾川：情報処理技術者テキスト プログラミン

グ入門 CASLⅡ（実教出版）549.9/A-343

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。
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物質科学Ⅰ　　Materials Science Ⅰ

第３年次　後期　選択　２単位

担当教員　　総合システム工学科担当教員

１．概要
●授業の背景

　物質を構成する最小のユニットである原子・分子を組み上げて

いく「ボトムアップ型物質創製」は先端科学技術の柱のひとつで

ある。物質科学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを通して、その基礎となる固体物理学

を学んでいく。

●授業の目的

　物質を原子・分子の集合体としてとらえ、量子力学と統計力学

の法則に基づいてその性質を理解する方法を学ぶ。とくに物質科

学Ⅰでは、物質の成り立ちを学ぶ。

●授業の位置付け

　物質科学は、古典力学、電磁気学、量子力学、熱力学、統計力

学との関係が密接である。物理系の基礎科目の知識を必要とする。

２．キーワード
　原子、分子、結晶、格子振動

３．到達目標
　固体の成り立ちを原子・分子とその結合の観点から理解する。

４．授業計画
第１週～第６週　原子と分子の成り立ち

第７週　中間試験

第８週～第12週　結晶の成り立ち

第13週～第14週　結晶の格子振動

第15週　期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験（30％）、期末試験（40％）および演習やレポートの

結果（30％）で評価する。

　60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　この授業の理解のためには、物理学Ⅰ、物理学ⅡA、B程度の

力学、熱力学および量子力学の知識が必要になる。

７．教科書・参考書
●教科書

　開講年度にお知らせします。

●参考書

(1)　家泰弘「物性物理（物理学教科書シリーズ）」産業図書 

428/I-9

(2)　斯波弘行「基礎の固体物理学」培風館  428.4/S-28

(3)　キッテル「固体物理学入門」丸善 428.4/K-1

(4)　アシュクロフト・マーミン「固体物理の基礎（上Ⅰ）（下

Ⅰ）」吉岡書店  428.4/A-2

８．オフィスアワー等
　開講年度にお知らせします。

物質科学Ⅱ　　Materials Science Ⅱ

第４年次　前期　選択　２単位

担当教員　　総合システム工学科担当教員

１．概要
●授業の背景

　物質を構成する最小のユニットである原子・分子を組み上げて

いく「ボトムアップ型物質創製」は先端科学技術の柱のひとつで

ある。物質科学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを通して、その基礎となる固体物理学

を学んでいく。

●授業の目的

　物質を原子・分子の集合体としてとらえ、量子力学と統計力学

の法則に基づいてその性質を理解する方法を学ぶ。とくに物質科

学Ⅱでは、金属と半導体の性質を学ぶ。

●授業の位置付け

　物質科学は、古典力学、電磁気学、量子力学、熱力学、統計力

学との関係が密接である。物理系の基礎科目の知識を必要とする。

２．キーワード
　バンド構造、自由電子、半導体、トランジスタ

３．到達目標
　金属と半導体の性質を量子力学と統計力学にもとづいて理解す

る。

４．授業計画
第１週～第３週　自由電子モデル

第３週～第６週　結晶中の電子

第７週　中間試験

第８週～第10週　エネルギーバンドの成り立ち

第11週～第14週　半導体と電子デバイス

第15週　期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験（30％）、期末試験（40％）および演習やレポートの

結果（30％）で評価する。

　60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　この授業の理解のためには、物理学Ⅰ、物理学ⅡA、B程度の

力学、熱力学および量子力学の知識が必要になる。

７．教科書・参考書
●教科書

　開講年度にお知らせします。

●参考書

(1) 　家泰弘「物性物理（物理学教科書シリーズ）」産業図書 428/

I-9

(2) 　斯波弘行「基礎の固体物理学」培風館  428.4/S-28

(3) 　キッテル「固体物理学入門」丸善 428.4/K-1

(4) 　アシュクロフト・マーミン「固体物理の基礎（上Ⅰ）（下Ⅰ）」

吉岡書店  428.4/A-2

８．オフィスアワー等
　開講年度にお知らせします。
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量子力学　　Quantum Mechanics

第３年次　前期　選択必修　２単位

担当教員　　岡本　良治

１．概要
●授業の背景、

　量子力学は相対論とともに現代物理学の支柱であり、その概念

と手法は現代の電子工学、応用化学、材料科学、量子情報科学な

ど諸分野における必要性は着実に高まってきている。また、日常

的な思考の枠組みを裏付ける古典物理学的な描像を打ち破った量

子力学の学習は柔軟で強靭な精神の育成にも資することができる。

●授業の目的

　本講義ではさまざまな局面で量子力学をいかに応用するかを中

心として、量子力学の基礎を修得させる。また、自然系、人工系

に対する応用の事例を紹介して、量子力学の深い内容と柔軟さに

ついての学習意欲の増進を図る。

●授業の位置づけ

　量子力学の理解には、運動量、ポテンシャル、角運動量、ニュー

トンの運動方程式など、物理学Ⅰ、物理学Ⅱ A、Ⅱ B の知識が

必要である。計算には２階の微分方程式の解法と行列計算など線

形代数学、応用解析学の知識が必要である。ベクトル空間など幾

何学の知識があれば、よりいっそう理解は深まる。半導体工学、

応用物理学、物理化学、化学結合論、材料物性、原子力概論など

の理解の基礎となるので、それらの履修のためには重要である。

２．キーワード
　波動性と粒子性、量子化、波動関数、トンネル効果、スピン、

パウリ原理

３．到達目標
　量子系のハミルトニアン、固有値、波動関数、角運動量・スピ

ンなど量子力学の基礎的な概念を理解し、計算し、表現できるこ

と。量子力学の応用の事例を知ること。

４．授業計画
第１回：量子現象、数学的準備

第２回：量子力学の基本的法則とその意味

第３回：１次元系量子井戸

第４回：１次元系における調和振動子

第５回：１次元におけるトンネル効果

第６回：２次元系における角運動量、量子井戸、調和振動子

第７回：３次元系における角運動量と球対称ポテンシャル

第８回：中間試験

第９回：３次元系における量子井戸、調和振動子

第10回：水素原子の量子力学

第11回：近似法１（摂動理論）

第12回：近似法２（変分法）

第13回：広義の角運動量とスピン

第14回：同種粒子系と原子の電子構造

第15回：期末試験

５．評価方法
　中間試験（30％）、期末試験（40％）、演習レポート（30％）と

いう割合で評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義の前日以前の予習、講義のあった日以後の復習が必要であ

る。本講義が十分理解できるためには、物理学Ⅰ、物理学Ⅱ A、

物理学ⅡB、基礎量子力学の科目を修得していることが望ましい。

７. 教科書・参考書
●教科書

　上羽弘 : 工学系のための量子力学（第 2 版）、（森北出版）

429.1/U-7/2

●参考書

１ ）小出昭一郎「量子力学（Ⅰ）、（Ⅱ）」、（裳華房）、図書番号

（420.8/K-4/5,6）

２ ）江沢　洋：「量子力学（Ⅰ）、（Ⅱ）」（裳華房）。図書番号

（429.1,E-8,1,2）

８．オフィスアワー等
　1回目の講義時に通知する。

物質科学Ⅲ　　Materials Science Ⅲ

第４年次　後期　選択　２単位

担当教員　　総合システム工学科担当教員

１．概要
●授業の背景

　物質を構成する最小のユニットである原子・分子を組み上げて

いく「ボトムアップ型物質創製」は先端科学技術の柱のひとつで

ある。物質科学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを通して、その基礎となる固体物理学

を学んでいく。

●授業の目的

　物質を原子・分子の集合体としてとらえ、量子力学と統計力学

の法則に基づいてその性質を理解する方法を学ぶ。とくに物質科

学Ⅱでは、超伝導・磁性・ナノサイエンスについて学ぶ。後半で

は、先端的なトピックスに触れる。

●授業の位置付け

　物質科学は、古典力学、電磁気学、量子力学、熱力学、統計力

学との関係が密接である。物理系の基礎科目の知識を必要とする。

２．キーワード
　電気伝導、磁性、光、ナノサイエンス

３．到達目標
　伝導、磁性といった物質の機能を物理的に理解し、先端物質科

学の概要を理解する。

４．授業計画
第１週～第４週　電気伝導

第５週～第７週　物質の磁性

第８週　中間試験

第９週～第11週　物質と光

第12週～第14週　ナノサイエンス入門

第15週　期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験（30％）、期末試験（40％）および演習やレポートの

結果（30％）で評価する。

　60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　この授業の理解のためには、物理学Ⅰ、物理学ⅡA、B程度の

力学、熱力学および量子力学の知識が必要になる。

７．教科書・参考書
●教科書

　開講年度にお知らせします。

●参考書

(1) 　家泰弘「物性物理（物理学教科書シリーズ）」産業図書 428/

I-9

(2) 　斯波弘行「基礎の固体物理学」培風館  428.4/S-28

(3) 　キッテル「固体物理学入門」丸善 428.4/K-1

(4) 　アシュクロフト ・ マーミン「固体物理の基礎（上Ⅰ）（下Ⅰ）」

吉岡書店  428.4/A-2

８．オフィスアワー等
　開講年度にお知らせします。



－  294 － －  295 －

総合システム工学科

統計力学　　Statistical Mechanics

第３年次　後期　選択　２単位

担当教員　　出口　博之

１．概要
●授業の背景

　物質はその基礎単位として原子、分子から構成される。したがっ

てその物質の巨視的性質を、これらの個々の粒子の従う微視的法

則から理解することが必要になる。その方法と考え方を身につけ

ることは物質の性質を理解するうえで重要である。

●授業の目的

　統計力学は、巨視的な熱力学性質を原子、分子の性質に基づい

て解明する物理学である。このミクロとマクロの橋渡しの役割を

果たす体系を理解することを目的とする。

●授業の位置付け

　統計力学はその構成上、古典力学、量子力学および熱力学との

関係が密接である。また工学系の専門科目を習得する上での基礎

となる。

２．キーワード
　マクスウェル分布、位相空間、分配関数、エントロピー、量子

統計

３．到達目標
　　熱平衡系における統計力学の基礎を修得する。

４．授業計画
第１回　ミクロとマクロをつなぐ統計

第２回　統計力学の原理１

第３回　統計力学の原理２

第４回　統計力学の方法１

第５回　統計力学の方法２

第６回　統計力学の応用１

第７回　統計力学の応用２

第８回　中間試験

第９回　ボース統計とフェルミ統計１

第10回　ボース統計とフェルミ統計２

第11回　理想量子気体の性質１

第12回　理想量子気体の性質２

第13回　相転移の統計力学１

第14回　相転移の統計力学２

第15回　期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験（30％）、期末試験（40％）および演習やレポートの

結果（30％）で評価する。

　60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義の前日以前の予習、講義のあった日の復習が必要である。

この授業の理解のためには、物理学ⅡA および基礎量子力学の

授業を履修していることが望ましい。

７．教科書・参考書
●教科書

　岡部豊：裳華房テキストシリーズ -物理学　統計力学（裳華房）

429.1・0-15

●参考書

１）久保亮五：統計力学（共立出版）429.1/K-4

２ ）長岡洋介：岩波基礎物理シリーズ７　統計力学（岩波書店）

420.8・I-2・7

８．オフィスアワー等
　オフィスアワーや教員への問合せ方法については、第１回の講

義のときに指定する。

電気回路Ⅰ　　Electric Circuits Ⅰ

第２年次　前期　必修　２単位

担当教員　　本田　崇

１．概要
　電気回路を構成する抵抗、キャパシタンス、インダクタンスの

機能を理解し、交流回路の基礎であるフェーザ表示で表現するこ

とを学習する。また、電気回路の様々な解析法と諸定理を駆使し、

複雑な電気回路の電流や電圧の分布を計算する手法を習得する。

２．キーワード
　直流回路、交流回路、フェーザ表示、キルヒホッフの法則、重

ね合わせの理

３．到達目標
　電気回路は電磁気学と並んで電気電子システムを理解する上で

最も基礎となる専門科目である。本授業では、電気回路中の各素

子の原理と機能を理解すること、交流電源を含む回路に対して

フェーザ表示を使って回路の電流や電圧の分布を計算しできるこ

と、ならびに電気回路に関する様々な解析手法と諸定理を理解し

複雑な解析が行えることを目標とする。

４．授業計画
第１回：直流回路素子と簡単な直流回路

第２回：キルヒホッフの法則

第３回：直流回路の解析法

第４回：交流回路の基礎

第５回：交流回路素子

第６回：定常状態と過渡状態

第７回：中間試験

第８回：交流回路の解析（その１）

第９回：交流回路の解析（その２）

第10回：交流回路の解析（その３）

第11回：交流回路の電力

第12回：交流回路の諸性質（その１）

第13回：交流回路の諸性質（その２）

第14回：交流回路の諸性質（その３）

第15回：期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験（40％）、期末試験（40％）、演習・レポート（20％）

で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
・高校の物理で習った電気回路を復習し、よく理解しておくこと。

・講義内容の十分な理解を得るために、予習復習を行うことが必

要である。

・図書館の３階には指定の参考書以外にも電気回路に関する参考

図書が多数あるので利用すること。

７．教科書・参考書
●教科書

　川上博、島本隆、西尾芳文：例題と課題で学ぶ電気回路（コロ

ナ社）541.1||K-26

●参考書

　大野克郎、西哲生：大学課程電気回路（１）（オーム社）

541.1/S-26/1

８．オフィスアワー等
　第１回の講義のときに指定する。担当教員の eメールアドレス

は honda@ele.kyutech.ac.jp です。



－  296 －

総合システム工学科

－  297 －

電気回路Ⅱ　　Electric circuit Ⅱ

第２年次　後期　必修　２単位

担当教員　　竹澤　昌晃

１．概要
　電力や電波を扱うための基本を理解するために、交流の基礎と

なるインダクタンス、変圧器の回路表現、また、３相交流につい

て講義する。さらに、電力や信号を離れた地点に送るために必要

な分布定数回路の表現方法、簡単な伝送線路を解析する手法につ

いて講義する。

２．キーワード
　インダクタンス、変圧器、３相交流、分布定数回路

３．到達目標
　電気回路Ⅱは電気回路Ⅰに続く学問であり、電力や電波を扱う

ための基本を理解することが重要である。本授業の目標は、交流

の基礎となるインダクタンス、変圧器の回路表現の方法を理解す

ること。３相交流について理解すること。また、電力や信号を離

れた地点に送るために必要な分布定数回路、伝送線路を理解する

ことである。

４．授業計画
第１回：２端子対結合素子（１）

第２回：２端子対結合素子（２）

第３回：２端子対結合素子（３）

第４回：２端子対回路の特性行列と接続（１）

第５回：２端子対回路の特性行列と接続（２）

第６回：２端子対回路の特性行列と接続（３）

第７回：中間試験

第８回：３相交流回路（１）

第９回：３相交流回路（２）

第10回：３相交流回路（３）

第11回：中間試験

第12回：分布定数回路（１）

第13回：分布定数回路（２）

第14回：分布定数回路（３）

第15回：期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験（40％）、期末試験（40％）、および演習・レポート

（20％）で評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
１ ．「電気回路 I」を習得していることが望ましい。講義内容の

十分な理解を得るために、予習復習を行うことが必要である。

２ ．ネット上には種々の解説が出ているので、キーワード = 三

相交流、分布定数、などで検索、確認し、簡単な読み物を読ん

でみると良い。

３ ．うまく理解できない場合には、教科書以外にも図書館の 3階

に学生用図書としておいてある記載分の参考図書を読んでみる

と良い。

７．教科書・参考書（教科書：１、参考書：２）
１ ．川上博、島本隆、西尾芳文：例題と課題で学ぶ電気回路（コ

ロナ社）541.1/K-26

２ ．大野克郎、西哲生：大学課程電気回路（１）（オーム社）

541.1/S-26

８．オフィスアワー等
　最初の講義のときに指定する。

電磁気学Ⅰ　　Electromagnetics Ⅰ

第２年次　後期　必修　２単位

担当教員　　孫　勇

１．概要
　電磁気学Ⅰでは基礎電磁気学で学んだ真空中の電磁気学を基礎

に物質の電磁気学を学ぶ。導体中の電流分布、誘電体の分極、磁

性体の磁化など、物質の示す電磁気現象をマクロな立場から理解

すると共に、これらの量と密接に関連した抵抗、静電容量、イン

ダクタンスなどの回路定数の定義や性質などを理解する。

２．キーワード
　電荷、電位、電界、オームの法則、磁場、アンペールの法則

３．到達目標
　導体中のオーム法則の理解や電界や電流密度の計算、電気容量、

静電エネルギーの理解、誘電体の電気分極、ガウスの法則、一様

な誘電体中の電場と誘電体界面の電場、磁場と磁性体との相互作

用、アンペールの法則、磁気モーメントと回転運動

４．授業計画
①　電場と導電体

　１．電場と静電誘導

　２．静電エネルギーと電場のエネルギー

　３．電流とオームの法則

②　電場と誘導体

　４．電場と誘電分極

　５．誘電体中のガウス法則

　６．電場と誘電体の境界

　７．中間テスト

③　磁場と磁性体

　８．磁場と磁気分極

　９．電流にはたらく磁気力

　10．電流の作る磁場

　11．アンペールの法則

　12．磁性体とアンペールの法則

　13．磁場と磁束密度

　14．磁気モーメントと回転運動

　15．期末試験

５．評価方法・基準
　義形式で行うが、授業内容終了後演習を行いレポートにまとめ

提出する必要がある。

　中間テストと期末試験の結果で成績を評価する。目安として中

間テストは 20％、期末試験は 80％とする。受験は行われた授業

回数の３分の２以上の出席を必要条件とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義の内容を十分に理解するために、予習と復習が必要である。

また、各章の問題にも解いてください。うまく理解できない場合

には、指定の参考書を読んだり、図書館３階の学生図書を調べた

り、オフィスアワーの時間帯に教員室に質問に来たりしてくださ

い。

７．教科書・参考書
教科書：

　電磁気学（中山正敏、裳華房）427/N-13

参考書：

　電磁気学ノート（藤田広一、コロナ社）427/F-5-2

　 電磁気学演習ノート（藤田広一、野口　晃、コロナ社）427/

F-7

８．オフィスアワー等
　最初の講義のときに指定する。
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電磁気学Ⅱ　　Electromagnetism Ⅱ

第３年次　前期　選択必修　２単位

担当教員　　鈴木　芳文

１．概要
●授業の背景

　電磁気学Ⅱではこれまで学んだ電磁気学Ⅰを更に進めて、運動

と電磁界、力と運動の電磁現象、ポインティングベクトルなどに

ついて学ぶ。

●授業の目的

　マクスウェルの方程式、電磁波など近代物理学の基礎的な理解

を深め、電磁気学の包括的な理解を深める。

●授業の位置付け

　運動する物体の電磁気学、起電力、スカラーポテンシャルなど

の電磁気の根幹をより深く理解する。また、電磁波の性質をマク

スウェルの方程式より理解する。これにより電気材料など電気工

学の基礎科目の理解を容易にする。

２．キーワード
　電磁界、フレミングの法則、マクスウェルの方程式、電磁波

３．到達目標
・起電力の原理を説明できかつ与えられた系での起電力を計算で

きる

・与えられた系の電磁界が計算できポインティングベクトルを計

算できる

・マクスウェルの方程式からラプラスの方程式を導くことができ

る。

・与えられた系でラプラスの方程式を解くことができ、それより

電界を計算できる

・マクスウェルの方程式から波動方程式を導くことができる

・平面波の性質を説明できる

・電磁波の反射と屈折を与えられた条件下で計算できる

・導体中の変動する電界の方程式を作ることができ、与えられた

条件の下でそれを解くことができる

４．授業計画
第１回　電磁誘導の法則

第２回　ローレンツ磁気力

第３回　磁束線が動く場合　　　誘導電場

第４回　相互誘導と自己誘導

第５回　電流のエネルギー、磁場のエネルギー

第６回　交流回路

第７回　中間試験

第８回　ポインティングベクトル

第９回　マクスウェルの方程式

第10回　ラプラスの方程式

第11回　波動方程式とその解法

第12回　平面波

第13回　電磁波の反射と屈折

第14回　導体内の電磁界

第15回　試験

５．評価方法・基準
　講義形式であるが、授業中演習を行うこともある。また、演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

　期末試験の結果、および中間テストないしは演習問題のレポー

トを総合して判断する。おおよその目安として、中間試験は

30％、期末試験は 40％、ないしはレポートは 30％の重みで評価

する。2/3 以上の出席を条件とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義の前日以前の予習、講義のあった日の復習が必要である。

７．教科書・参考書
●教科書

　電磁気学（中山正敏、裳華房）427/N-13

●参考書

　授業中適宜紹介する。

８．オフィスアワー等
　別途掲示する。

　連絡先（メールアドレス：ysuzuki@e-lab.kyutech.ac.jp）

電子回路Ⅰ　　Electronic Circuits Ⅰ

第３年次　前期　選択必修　２単位

担当教員　　小森　望充

１．概要
●授業の目的

　電子回路１では講義と演習を通して、電子回路に対する興味と

導入部における十分な基礎力が修得できるよう、ダイオードやト

ランジスタの基本特性を十分に時間をかけて丁寧に取り扱う。

●授業の位置づけ

　電子回路は電力、電子、情報、通信等の電気・電子関連分野に

おいて最も基礎的な学問であり、その理解と十分な基礎力を身に

つけることは、電気・電子系技術者として必須の素養と考えられる。

２．到達目標
・ｐn接合とダイオードについて説明できる。

・トランジスタの基本的な動作を説明できる。

・トランジスタの基本増幅作用を説明できる。

・FETの基本的な動作を説明できる。

・トランジスタの等価回路を扱うことができる。

・トランジスタの等価回路を用いて回路解析ができる。

・FETの等価回路を用いて回路解析ができる。

・トランジスタの高周波等価回路を説明できる。

３．授業内容
第１回　電気回路の復習

第２回　半導体

第３回　pn接合とダイオード

第４回　バイポーラトランジスタの動作と特性

第５回　FETの動作と特性

第６回　トランジスタの等価回路(1)

第７回　トランジスタの等価回路(2)

第８回　トランジスタのバイアス回路

第９回　トランジスタの基本増幅回路(1)

第10回　トランジスタの基本増幅回路(2)

第11回　トランジスタの高周波等価回路

第12回　ミラー効果

第13回　増幅器の周波数特性

第14回　広帯域増幅回路

第15回　試験

４．教育方法
　講義形式であるが，授業中演習を行うこともある。また，演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

５．評価方法・基準
　期末試験の結果，および中間テストないしは演習問題のレポー

トを総合して判断する。おおよその目安として、期末試験は

50％、中間試験ないしはレポートは 50％の重みで評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義での演習や演習レポートの結果を見て、その時点での学習

到達度を判断しながら授業を進める。必ず自分の力で解くととも

にレポートであることを念頭において第三者にも解り易い、論理

の展開が明快なレポート作成を行うこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　アナログ電子回路（藤井信生、昭晃堂）549.3/F-9（教科書は

変更する場合がある。）

●参考書

　授業時に適宜紹介する。
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電子回路Ⅱ　　Electronic Circuit Ⅱ

第３年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　大門　秀朗

１．概要
●目的

　オペアンプを用いた演算回路、電源回路、発振回路などの基本

的なアナログ電子回路の動作原理を理解し、その知識を新しい回

路設計において活用できることを目的とする。

●位置づけ

　電子回路Ⅰにひきつづき、連続回路のうち、制御回路、計測回

路等についての講義である。

２．キーワード
　負帰還回路、差動増幅回路、周波数

３．到達目標
　簡単なトランジスタ回路が読め、簡単な電子回路を設計できる

ようになること。

４．授業計画
第１回：負帰還増幅回路

第２回：負帰還回路の実際

第３回：電源回路

第４回：差動増幅回路

第５回：直流増幅回路

第６回：大信号増幅回路の基礎

第７回：Ｂ級プッシュプル回路

第８回：演算増幅回路

第９回：低周波発振回路

第10回：高周波発振回路

第11回：水晶発振回路

第12回：振幅変調回路

第13回：周波数変調回路

第14回：復調回路

第15回：試験

５．評価方法・基準
　期末試験（60％）、演習・レポート（40％）で評価する。60点

以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　必要に応じ、電気回路Ⅰ、Ⅱや電子回路Ⅰの内容を復習するが、

それらの科目を修得していることが望ましい。うまく理解できな

いときには、図書館３階の学生用図書には電気・電子回路関連の

参考書があるので利用して下さい。

７．教科書・参考書
●教科書

・藤井信生：アナログ電子回路（昭晃堂）549.3/F-9/5（教科書

は変更する場合がある）

●参考書

　講義時に必要に応じて紹介する。

８．オフィスアワー等
　別途掲示する。

ディジタル回路　　Digital Circuit

第４年次　前期　選択必修　２単位

担当教員　　脇迫　仁

１．概要
　自動車や家電製品をはじめ様々な機器はＣＰＵを搭載しており、

これらの基本となる技術がディジタル回路である。本講義では、

ディジタル回路を理解する上で基礎となる論理回路の原理とその

動作を解説し、ディジタル回路の基本的な設計法について学ぶ。

２．キーワード
　ディジタル回路、信号処理

３．到達目標
　ディジタル回路の基本となる論理素子の動作とそれによって構

成される種々の回路について学ぶ。さらに実際の応用回路につい

ても学習する。

４．授業計画
１．２進法と10進法

２．論理演算

３．組合せ回路Ⅰ

４．組合せ回路Ⅱ

５．演習Ⅰ

６．演算回路Ⅰ

７．演算回路Ⅱ

８．フリップフロップ回路

９．順序回路Ⅰ

10．順序回路Ⅱ

11．順序回路Ⅲ

12．演習Ⅱ

13．ディジタル回路の応用Ⅰ

14．ディジタル回路の応用Ⅱ

15．期末試験

５．評価方法・基準
　期末試験および演習の結果で評価する。評価方法の詳細は担当

教員より通知する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　本講義の理解のために、電気回路Ⅰ、Ⅱおよび電子回路Ⅰ、Ⅱ

の復習をしていることが望ましい。また、講義の際の演習につい

ては、その都度復習して理解しておくこと。

７．教科書・参考書
　教科書は使用せず講義資料を配付するが、以下の参考書を適宜

参照する。

・井原・若海・吉沢：ディジタル回路（コロナ社）540.8/D-7

・富川：例題で学ぶ論理回路設計（森北出版）549.3/T-85

８．オフィスアワー等
　最初の講義のときに指定する。
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センサ工学　　Sensor Engineering

第４年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　脇迫　仁

１．概要
　自動車や家電製品をはじめ多くのシステムや機器にはセンサが

搭載されている。これらのセンサは、検出目的によって様々な種

類がある。本講義では、主に自動車やロボットで用いられている

センサについてその原理と動作、および具体的な応用例を解説し、

基本的なセンサの活用方法について習得する。

２．キーワード
　センサ、信号処理

３．到達目標
　代表的なセンサの測定量である位置、速度、回転角、力などの

検出原理とその信号処理について学ぶ。さらに画像センサについ

ても学び、ロボットや自動車での応用事例について学習する。

４．授業計画
１．センサの概要

２．近接センサ

３．力、圧力センサ

４．位置、回転センサ（エンコーダ）

５．位置、回転センサ（絶対値型）

６．その他のセンサ（磁気センサなど）

７．演習

８．信号処理技術（増幅回路）

９．信号処理技術（A/D、D/A変換）

10．画像センサ（カメラと映像信号）

11．画像センサ（処理アルゴリズム）

12．画像センサ（応用例）

13．ロボットへの応用例

14．自動車への応用例

15．期末試験

５．評価方法・基準
　期末試験および演習の結果で評価する。評価方法の詳細は担当

教員より通知する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　本講義の理解のために、電子回路Ⅰ、Ⅱの復習をしていること

が望ましい。また、講義の際の演習については、その都度復習し

て理解しておくこと。

７．教科書・参考書
　教科書は使用せず講義資料を配付するが、以下の参考書を適宜

参照する。

・小栁：ロボットセンサ入門（オーム社）501.9/K-193

・鷹野、川嶌：センサの技術（理工学社）501.2/T-22

８．オフィスアワー等
　最初の講義のときに指定する。

電気機器Ⅰ　　Electrical Machinery Ⅰ

第３年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　小森　望充

１．概要
●授業の目的

　電気機器Ⅰでは講義と演習を通して、電気機器に対する興味と

導入部における十分な基礎力が修得できるよう、直流機器、変圧

器など各種機器に関して十分に時間をかけて取り扱う。

●授業の位置づけ

　電気機器は電気エネルギー関連分野においてその機器を取り扱

う学問の中で最も基礎的な学問であり、その理解と十分な基礎力

を身につけることは、電気・機械系技術者として必須と考えられる。

２．到達目標
・電気機器に必要な諸定理が理解できる。

・直流機の構造を説明できる。

・直流機の原理を説明できる。

・変圧器の構造と原理を説明できる。

・同期機の構造と原理を説明できる。

３．授業内容
第１回　電気機器の諸定理（１）

第２回　電気機器の諸定理（２）

第３回　発電機の基本原理

第４回　電動機の基本原理

第５回　直流電動機の原理

第６回　直流電動機の構造

第７回　電気子反作用、励磁方式（１）

第８回　電気子反作用、励磁方式（２）

第９回　誘導起電力とトルク

第10回　直流発電機の原理

第11回　直流発電機の構造

第12回　直流発電機の特性

第13回　変圧器の原理、構造

第14回　変圧器の等価回路、特性

第15回　試験

４．教育方法
　講義形式で行うが、授業中演習を行うことがある。また、演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

５．評価方法・基準
　期末試験の結果（70％程度）および演習問題を課したレポート

など（30％程度）を総合して評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義での演習や演習レポートの結果を見て、その時点での学習

到達度を判断しながら授業を進める。必ず自分の力で解くととも

に、提出レポートであることを念頭において第三者にも解り易い、

論旨が明快なレポート作成を行うこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　下記教本を使用予定であるが、変更する場合がある。

　電気機器Ⅰ（野中作太郎、森北出版）542/N-3

●参考書

　電気機器および電気機器演習など、これらの名称の付く専門書

は、ほとんど大差なく参考書と考えて良い。図書館にそろえてあ

るので、参照されたい。とくに、演習問題集を参考にすれば、講

義の理解に役に立つ。

８．オフィスアワー等



－  300 －

総合システム工学科

－  301 －

電気機器Ⅱ　　Electrical Machinery Ⅱ

第４年次　前期　選択必修　２単位

担当教員

１．概要
●授業の目的

　電気機器Ⅰに引き続き電気機器Ⅱでは、講義と演習を通して電

気機器に対する興味と導入部における十分な基礎力が修得できる

よう、交流機器など各種機器に関して十分に時間をかけて取り扱

う。

●授業の位置づけ

　電気機器は電気エネルギー関連分野においてその機器を取り扱

う学問の中で最も基礎的な学問であり、その理解と十分な基礎力

を身につけることは、電気・機械系技術者として必須と考えられ

る。電気機器Ⅰの受講が前提となる。

２．到達目標
・変圧器の構造と等価回路を説明できる。

・誘導機の構造を説明できる。

・誘導機の原理を説明できる。

・ベクトル図で説明できる。

３．授業内容
第１回　変圧器の原理、構造

第２回　変圧器の等価回路、特性

第３回　三相変圧器

第４回　同期機の原理

第５回　同期機の構造

第６回　同期発電機の特性（１）

第７回　同期電動機の特性（２）

第８回　誘導機（三相）の原理

第９回　誘導機（三相）の構造

第10回　誘導機（三相）の特性

第11回　誘導機（三相）の運転

第12回　誘導機（単相）の原理

第13回　誘導機（単相）の特性

第14回　回転機の損失、効率、温度上昇

第15回　試験

４．教育方法
　講義形式で行うが、授業中演習を行うことがある。また、演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

５．評価方法・基準
　期末試験の結果（70％程度）および演習問題を課したレポート

など（30％程度）を総合して評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義での演習や演習レポートの結果を見て、その時点での学習

到達度を判断しながら授業を進める。必ず自分の力で解くととも

に、提出レポートであることを念頭において第三者にも解り易い、

論旨が明快なレポート作成を行うこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　下記教本を使用予定であるが、変更する場合がある。

　電気機器Ⅱ（野中作太郎、森北出版）542/N-3

●参考書

　電気機器および電気機器演習など、これらの名称の付く専門書

は、ほとんど大差なく参考書と考えて良い。図書館にそろえてあ

るので、参照されたい。とくに、演習問題集を参考にすれば、講

義の理解に役に立つ。

８．オフィスアワー等

パワーエレクトロニクス基礎　　Basic Power Electroncs

第４年次　後期　選択必修　２単位

担当教員

１．概要
●授業の目的

　パワーエレクトロニクスでは講義と演習を通して、パワーエレ

クトロニクスに関係するデバイスの原理や、それらのデバイスを

用いた電力変換技術に関する十分な基礎力が修得できるよう学習

する。

●授業の位置づけ

　メカトロニクス、ロボティックス、電気機器などの駆動アクチュ

エータとしてのモータを回転制御するためには、電気回路、電子

回路、インターフェイス回路、制御理論、センサ工学、力学など

の基礎知識に加えて、パワーエレクトロニクスの知識が必要とな

る。その理解と十分な基礎力を身につけることは、パワーエレク

トロニクス技術者として必須の素養と考えられる。

２．到達目標
・パワー半導体素子の基本特性が理解できる。

・DC-DC変換が理解できる。

・DC-AC変換が理解できる。

・AC-DC変換が理解できる。

・パワーエレクトロニクス回路が理解できる。

・パワーエレクトロニクスとアクチュエータが理解できる。

３．授業内容
第１回　パワーエレクトロニクスの基礎

第２回　 パワー半導体素子の基本特性（ダイオード、バイポー

ラ、MOS）

第３回　パワー半導体素子の基本特性（IGBT、サイリスタ）

第４回　DC-DC変換（1）

第５回　DC-DC変換（2）

第６回　DC-DC変換（3）

第７回　DC-AC変換（電圧形）

第８回　DC-AC変換（電流形）

第９回　AC-DC変換（単相）

第10回　AC-DC変換（３相）

第11回　パワーエレクトロニクス回路（1）

第12回　パワーエレクトロニクス回路（2）

第13回　パワーエレクトロニクス応用（1）

第14回　パワーエレクトロニクス応用（2）

第15回　試験

４．教育方法
　講義形式であるが、授業中演習を行うこともある。また、演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

５．評価方法・基準
　期末試験の結果、および中間テストないしは演習問題のレポー

トを総合して判断する。おおよその目安として、期末試験は

50％、中間試験ないしはレポートは 50％の重みで評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義での演習や演習レポートの結果を見て、その時点での学習

到達度を判断しながら授業を進める。必ず自分の力で解くととも

にレポートであることを念頭において第三者にも解り易い、論理

の展開が明快なレポート作成を行うこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　未定

●参考書

　授業時に適宜紹介する。

８．オフィスアワー等



－  300 － －  301 －

総合システム工学科

材料基礎　　Fundamental Materials Science

第３年次　前期　選択必修　２単位

担当教員　　鈴木　芳文

１．概要
　物質内部の原子構造の存在を知り、その構造を解析するための

X 線などの回折現象を知るとともに、種々の構造解析技術を理

解する。

２．キーワード
　物質の構造、結晶構造、X線回折、固体、格子振動

３．到達目標
　講義では、金属・半導体をはじめとした電気・電子材料の物理

的性質（物性）の上で、最も重要な基礎である結晶構造の基礎、

解析法を学ぶために固体の結晶構造、Ｘ線解析の基礎、固体材料

の物性・機能を理解するための基礎知識を習得することを目的と

する。

４．授業計画
第１回　機能性材料における結晶学と固体物理

第２回　Ｘ線、電子線、中性子線の発生とその検出

第３回　結晶の幾何学と対称性（Ⅰ）

第４回　結晶の幾何学と対称性（Ⅱ）

第５回　結晶の方位と面　及び　逆格子の概念

第６回　原子散乱因子と結晶構造因子

第７回　結晶による回折理論（Ⅰ）

第８回　結晶による回折理論（Ⅱ）

第９回　中間試験

第10回　回折の実験と解析法（Ⅰ）

第11回　回折の実験と解析法（Ⅱ）

第12回　シンクロトロン放射光と最近のトピックス

第13回　格子振動とボース・アインシュタイン統計

第14回　固体比熱とデバイ則

第15回　期末試験

５．評価方法・基準
　講義形式であるが、授業中演習を行うこともある。また、演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

　期末試験の結果、および中間テストないしは演習問題のレポー

トを総合して判断する。おおよその目安として、中間試験は

30％、期末試験は 40％、ないしはレポートは 30％の重みで評価

する。2/3 以上の出席を条件とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義の前日以前の予習、講義のあった日の復習が必要である。

７．教科書・参考書
●教科書

　早稲田嘉夫・松原英一郎：Ｘ線構造解析（内田老鶴圃）433.5/

W-1

●参考書

　菊田惺志：Ｘ線回折・散乱技術（上）（東京大学出版会）

427.5/K-6

　坂田　亮：理工学基礎　物性科学（培風館）428/S-8

８．オフィスアワー等
　別途掲示する。

　連絡先（メールアドレス：ysuzuki@e-lab.kyutech.ac.jp）

基礎半導体工学　　

Introductory Semiconductor Device Physics

第３年次　前期　選択必修　２単位

担当教員　　大門　秀朗

１．概要
●背景

　先端技術分野はもちろんのこと、日常においても半導体素子の

占める比重はますます大きくなっている。このようなエレクトロ

ニクス産業の基盤である半導体について、その基礎を学ぶことは

極めて重要である。

●目的

　本授業では、半導体中の電気伝導の仕組みについて、エネルギー

バンド図を用いながらフェルミ準位、状態密度、分布関数につい

て講義する。さらにｐｎ接合ダイオードについては、キャリアの

移動機構や接合容量について概説する。それらを用いて、半導体

中の電気伝導の仕組みとｐｎ接合ダイオードの動作原理を理解す

ることを目的とする

●位置づけ

　この授業は後に続く関連専門科目（電子デバイス、集積回路工

学等）の基礎となる講義であり、電子回路関連科目で扱う素子の

基礎的物性を概説する講義である。

２．キーワード
　バンド理論、真性半導体、不純物半導体、pn接合

３．到達目標
　半導体中の電気伝導をになうキャリアのドリフトと拡散の概念

及び基礎的な半導体素子であるｐｎ接合ダイオードの動作原理を

理解する。

４．授業計画
第１回：バンド理論の概略

第２回：状態密度、分布関数

第３回：真性半導体

第４回：ｎ形半導体、ｐ形半導体

第５回：キャリア密度の温度依存性

第６回：フェルミ準位、有効質量

第７回：キャリアのドリフト、拡散、再結合

第８回：ｐｎ接合のエネルギーバンド図

第９回：少数キャリアの注入

第10回：電流－電圧特性

第11回：降伏現象

第12回：空乏層容量

第13回：ｐｎ接合の評価方法

第14回：光起電力効果、発光ダイオード

第15回：試験

５．評価方法・基準
　期末試験（60％）、演習・レポート（40％）で評価する。60点

以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　必要に応じ、基礎的な量子力学や電磁気学の内容を復習するが、

物理系基礎科目を修得していることが望ましい。予習復習を行う

ことが必要である。うまく理解できない場合には、指定の教科書・

参考書以外にも図書館３階の学生用図書には固体物理学関連の書

籍があるので利用してください。

７．教科書・参考書
●教科書

・國岡昭夫、上田喜一：新版基礎半導体工学549.1/K-29/2（教

科書は変更する場合がある）

●参考書

・浜口智尋：電子物性入門 549.1/H-30

・岡崎誠：固体物理学 428.4/O-4

・岩本光正：電気電子材料工学  541.6/I-11

８．オフィスアワー等
　別途掲示する。



－  302 －

総合システム工学科

－  303 －

電子デバイス　　Electron Devices

第３年次　後期　選択　２単位

担当教員　　孫　勇

１．概要
　電子デバイスの基本構造をｐ n 接合、金属―半導体接触、金

属―絶縁体―半導体構造に分類し、それぞれの基本原理・特性を

習得する。更に、これらの基本構造を組み立てることにより、各

種電子デバイスを構成する能力を身に付ける。

２．キーワード
　エネルギーバンド図、電流―電圧特性、容量特性、光特性、少

数キャリア、ｐ n 接合、金属―半導体接触、金属―絶縁体―半

導体構造

３．到達目標
　基本的な pn 接合、金属―半導体接触、金属―絶縁体―半導体

構造を理解しながら、これら基本構造のエネルギーバンド図をマ

スターするのは重要である。更に、温度・濃度分布や内部・外部

電界や光照射に伴うキャリアの生成、拡散、再結合などによるキャ

リアの空間的分布や移動によって行うデバイスの動作原理を理解

する。

４．授業計画
Ⅰ．P形― n形半導体接合

　１．pn接合のエネルギー帯図

　２．pn接合の電圧―電流特性

　３．pn接合の少数キャリア特性

　４．pn接合の容量特性

　５．pn接合の光特性

Ⅱ．金属―半導体接触

　６．金属―半導体接触のエネルギー帯図

　７．金属―半導体接触の電流―電圧特性

　８．金属―半導体接触の容量特性

　９．金属―半導体接触の評価

　10．オーミック接触

Ⅲ．金属―絶縁体―半導体構造

　11．FETトランジスターの基本原理

　12．FETトランジスターの基本動作

　13．FETトランジスターの静特性

　14．FETトランジスターのしきい電圧

　15．期末試験

５．評価方法・基準
　期末試験の結果で評価する。60点以上を合格とする。受験は行

われた授業回数の３分の２以上の出席を必要条件とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　物理学、特に半導体物理学や、電気回路や電子回路の基礎を十

分に取得しておく必要がある。講義内容を深く理解するために、

講義ごとに演習・練習問題を解け提出しなければならない。うま

く理解できない場合には、指定の参考書を読んだり、図書館３階

の学生図書を調べたり、オフィスアワーの時間帯に教員室に質問

に来たりしてください。

７．教科書・参考書
教科書：

　 新版基礎半導体工学（国岡昭夫、上村喜一、朝倉書店）549.1/

K-29/2

参考書：

　改訂半導体素子（石田哲朗、清水　東、コロナ社）549.1/K-29

　改訂電子デバイス入門（森崎　弘、技術評論社）549.1/I-8

８．オフィスアワー等
　最初の講義のときに指定する。

機能性材料　　Functional Materials

第３年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　高原　良博

１．概要
　エネルギー・電池材料（水素吸蔵合金 )、マイクロアクチュエー

タ（形状記憶合金）、マイクロセンサー、マイクロエレクトロメ

カニカルシステム（MEMS）など、温度、圧力、磁場、雰囲気

などの外的変化による材料の物性の変化を有効に利用したスマー

トマテリアルについて、機能発現のメカニズムとその応用につい

て学習する。

２．キーワード
　結晶構造、材料物性、電子状態、機能特性、金属ガラス、

３．到達目標
　次の事項について本質を理解し、説明できるようになること。

1．結晶の構造と欠陥。

2．金属・半導体の電子状態と機能特性との関連。

3．各種機能材料について機能発現の原理。

４．授業計画
第１回　機能材料とは

第２回　結晶構造

第３回　格子欠陥と拡散

第４回　結晶の変形機構

第５回　金属・合金の電子状態

第６回　半導体の電子状態

第７回　発光材料とその原理

第８回　水素吸蔵合金とその原理

第９回　形状記憶合金とその原理

第10回　磁性の分類と原理

第11回　自発磁化と磁区構造

第12回　強磁性材料とその応用

第13回　光磁気効果の応用

第14回　金属ガラスの特性と応用

第15回　期末試験

５．評価方法・基準
　期末試験の結果（60％）および演習やレポートの結果（40％）

で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義内容を十分に理解するためには、「物質科学 I」、「物質科

学 II」の他に「材料基礎」を習得しているこ

　とが望ましい。予習復習を行うことが必要である。図書館の 3

階に参考図書もあるので利用してください。

７．教科書・参考書
　教科書を使用する場合は前もって掲示する。使用しない場合は

講義内容をまとめたプリントを配布する。

　参考書は下記のとおり。

１．藤田英一：金属物理（アグネ技術センター）563.6/F-7

２．坂田　亮：物性科学（培風館）428/S-8

３ ．本間基文、北田正弘：機能材料入門（上巻、下巻）（アグネ）

501.4/H-4

４ ．島田　寛・山田興治：磁性材料（講談社サイエンティフィク）

541.6/S-13

８．オフィスアワー等
　最初の講義のときに指定する。



－  302 － －  303 －

総合システム工学科

エネルギー工学　　Electrical Energy

第４年次　前期　選択　２単位

担当教員

１．概要
●背景

　電気エネルギーは、人類の生存上不可欠である。21世紀におい

て人類が繁栄を維持して高度な社会を築くためには、現在の高度

情報化社会のインフラを支えている石油などの化石燃料による火

力発電や原子力発電などの電気エネルギーの他に、太陽光発電、

風力などの再生可能エネルギーや燃料電池などのいわゆる新しい

エネルギーがますます増えてくることが予想されている。このよ

うな背景から、電気エネルギー基礎工学は、水力発電、火力発電、

原子力発電だけでなく、現在開発中の最新発電方式も含めて、電

気エネルギーへの変換原理について理解することを目的とする。

●目的

　本講義では、エネルギー資源・環境の諸問題の理解、および

種々のエネルギーの電気エネルギーへの変換理論について理解す

ることを目的にする。さらに、エネルギー資源の現状と将来、現

行の主流である既存発電技術の基礎・原理の理解、エネルギー変

換に関する最新の技術について基礎的事項の理解を目的とする。

●位置付け

　本講義では、電気エネルギーの基礎知識と、社会との関連性と

を理解することが必要である。そのため、人文社会系の科目の修

得も重要である。

２．キーワード
　電気エネルギー変換、既存発電方式（水力、火力、原子力発電）、

再生可能エネルギー（太陽光、風力発電）、燃料電池発電、その

他の発電方式、熱力学、水力学

３．到達目標
　電気エネルギー変換の基礎となる発電方式の基礎的原理、電気

エネルギー発生に関わる装置やシステム、およびそれらの開発の

経緯についての理解を到達目標とする。

４．授業計画
第１回　イントロダクション、電気エネルギー工学の基礎

第２回　水力発電の水力学

第３回　水力発電

第４回　火力発電　熱力学

第５回　火力発電　蒸気機関　発電設備　

第６回　 コンバインド発電、マイクロガスタービン発電、地熱発

電

第７回　原子力発電の原理

第８回　原子力発電設備

第９回　燃料電池発電の原理

第10回　燃料電池発電システム、適用

第11回　風力発電

第12回　太陽エネルギー発電

第13回　 その他の発電方式Ⅰ（海洋エネルギー発電、核融合、

MHD発電）

第14回　 その他の発電方式Ⅱ（バイオマス発電、熱電発電、熱電

子発電）

第15回　期末試験

５．評価方法・基準
　演習・レポート 20％、期末試験　80％

　60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等

７．教科書・参考書
●教科書

・エネルギー変換工学（柳父　悟・西川尚男、東京電機大学出版

局）543/Y-4

●参考書

・発電・変電　改訂版（道上　勉、電気学会）543/M-7

・基礎エネルギー工学（桂井　誠、数理工学社）501.6/K-30

・エネルギー工学序論（関根泰次、電気学会）501.6/S-24

・電気エネルギー工学（赤崎正則・原　雅則、朝倉書店）543/

A-2

８．オフィスアワー等
　別途掲示する。

集積回路工学　　Integrated Circuits

第４年次　前期　選択　２単位

担当教員

１．概要
●背景

　集積回路における技術革新の発展が今日の情報化社会をもたら

し、生活様式や産業構造にまであらゆる分野に大きな影響を及ぼ

している。このようなエレクトロニクス産業の基盤である集積回

路の製造プロセスについて、その基礎を学ぶことは極めて重要で

ある。

●目的

　シリコンモノリシック集積回路を製造するための実際的な材料

技術、プロセス技術を学び、さらに微細化における問題点や新技

術の開発動向についてその概要を学ぶことを目的とする。

●位置づけ

　この授業は電子デバイスに続くもので、そこで学んだ半導体の

性質や半導体デバイスに関する知識を基礎として、実際にシリコ

ン基板上へデバイスを集積化するための具体的な各種の要素技術

を学ぶ。

２．キーワード
　モノリシック IC、pn 接合、MOS 構造、酸化膜、ホトレジス

ト加工、熱拡散、CVD法

３．到達目標
　集積回路の製造における種々の要素技術や微細化のための技術

の基本を理解する。

４．授業計画
第１回　集積回路の種類と特徴、モノリシックICの構造概要

第２回　モノリシックICの製造方法の概要、断面構造

第３回　pn接合とその形成、空乏層

第４回　接合容量、整流特性、耐圧特性

第５回　pn接合とバイポーラトランジスタ

第６回　MOS構造とその形成

第７回　MOSトランジスタ

第８回　シリコン単結晶とウェハ

第９回　酸化と酸化膜の性質

第10回　ホトレジスト加工

第11回　不純物元素の熱拡散

第12回　イオン打ち込み

第13回　エピタキシャル成長とCVD技術

第14回　膜の形成と配線技術

第15回　期末試験

５．評価方法・基準
　期末試験の結果で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　必要に応じ、デバイス基礎工学の内容を適宜復習するが、この

単位を修得しているものとして授業を進める。

７．教科書・参考書
●教科書

・集積回路(1)（永田　穰・柳井久義、コロナ社）549.3/Y-27

●参考書

・デバイスプロセス（河東田　隆、培風館）549.3/K-76

・超LSIテクノロジー（S.M.シー、総研出版）549.3/S-74

・LSI設計製作技術（森末道忠、電気書院）549.3/M-59

８．オフィスアワー等
　別途掲示する。



－  304 －

総合システム工学科

－  305 －

通信工学　　Communication Engineering

第４年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　本田　崇

１．概要
　情報伝送の基本となる情報信号の周波数スペクトルをフーリエ

級数・フーリエ変換することを講義する。さらに、振幅変調、角

度変調、周波数変調およびパルス変調の各方式の変調・復調の原

理、スペクトル、回路構成および雑音特性と共に、これらを用い

た多重通信方式について概説する。

２．キーワード
　フーリエ解析、変調方式、サンプリング定理

３．到達目標
　通信工学はコンピュータネットワークを理解する上で基礎とな

る科目である。本授業では、情報伝送の基礎理論および情報通信

システムの理解に必要な基礎的な数学の解析力を習得し、代表的

なアナログ変調方式とディジタル変調方式の原理を理解すること

を目的とする。

４．授業計画
第１回：信号の表現と伝送（その１）

第２回：信号の表現と伝送（その２）

第３回：雑音解析

第４回：振幅変調（その１）

第５回：振幅変調（その２）

第６回：角度変調（その１）

第７回：角度変調（その２）

第８回：中間試験

第９回：パルス変調（その１）

第10回：パルス変調（その２）

第11回：ディジタル変調方式（その１）

第12回：ディジタル変調方式（その２）

第13回：ディジタル変調方式（その３）

第14回：移動通信方式

第15回：期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験（40％）、期末試験（40％）、演習・レポート（20％）

で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
・電気回路Ⅰ・Ⅱと電子回路Ⅰ・Ⅱを復習し、よく理解しておく

こと。

・講義内容の十分な理解を得るために、予習復習を行うことが必

要である。

・図書館の３階には指定の参考書以外にも通信工学に関する参考

図書が多数あるので利用すること。

７．教科書・参考書
●教科書

　滑川・奥井：通信方式（森北出版）547.2/N-1（変更する場合

がある）

●参考書

　平松啓次：通信方式（コロナ社）547.2/H-1

８．オフィスアワー等
　第１回の講義のときに指定する。担当教員の eメールアドレス

は honda@ele.kyutech.ac.jp です。

機構学　　Mechanisms

第２年次　前期　必修科目　２単位

担当教員　　猪平　栄一

１．概要
●目的

　機構とは、ある与えられた運動から所定の運動を変換するため

に、運動を伝達する物体の組合せのことである。機械システムを

設計、解析するために必要となる、機構の解析と総合について学ぶ。

●位置づけ

　機構学は、機械力学、材料力学、などと密接に関係しており、

機械工学分野において重要な科目の１つである。その理解と十分

な基礎力を身につけることは、機械・電気系技術者として必須の

素養と考えられる。

２．キーワード
　機構の解析と総合、自由度、運動解析、リンク機構、歯車

３．到達目標
　（１）機構の構成を理解し、機構の自由度、変位、速度、加速度、

および静力学を計算することができる。（２）各種機構について、

その構成と特性を理解し、所定の仕様を満たす機構を総合できる。

４．授業内容
第１回：機構学序論

第２回：対偶と連鎖

第３回：瞬間中心

第４回：機構の変位

第５回：機構の速度・加速度

第６回：機構の力学

第７回：中間試験

第８回：リンク機構

第９回：カム

第10回：転がり接触による伝動機構

第11回：歯車

第12回：平歯車

第13回：歯車装置

第14回：巻掛け伝動装置

第15回：期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験（20％）、期末試験（60％）、毎回の小テスト（20％）

で評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　本講義を受講するには、「解析学Ｉ」、 「線形代数Ｉ」、 「力学基

礎」を履修していることが望ましい。

７．教科書・参考書
●教科書

　安田仁彦：機構学（コロナ社）531.3/Y-4

●参考書

　木村南監修：動画で学ぶ機構学入門（上巻、下巻）（日刊工業

新聞社）531.3/P-3

８．オフィスアワー等
　初回講義時に指定する。



－  304 － －  305 －

総合システム工学科

材料力学　　Mechanics of Materials

第２年次　後期　必修　２単位

担当教員　山田　宏

１．概要
●授業の目的

　ここでは機械系科目として履修する材料力学の基礎事項を取扱

い対象とする。特に高校で学習した力のつりあいを基礎として、

材料力学の主要部分である引張りと圧縮、せん断とねじり、はり

の曲げ等の学習を中心とする。

●授業の位置づけ

　材料力学は、機械材料を如何に安全に正しく使うかを理解する

ために必要な重要な学問である。機械系の科目として必ず履修す

る必要がある。

２．到達目標
　(1) 引張／圧縮を受ける棒に生じる応力と変形を理解すること。

(2) ねじりを受ける丸棒に生じるせん断応力と変形を理解するこ

と。(3) はりの曲げにおけるＳＦＤとＢＭＤを正しく書けること。

(4) 曲げを受けるはりに生じる応力を理解すること。(5) 曲げを受

けるはりの変形を理解すること。

３．授業内容
第１回：物体に働く力と応力

第２回：物体の変形とひずみ

第３回：材料の応力-ひずみ関係

第４回：引張りと圧縮

第５回：せん断

第６回：組合せ応力（１）

第７回：中間試験

第８回：ねじり 

第９回： はりの曲げ（１）

第10回：はりの曲げ（２）

第11回：はりの曲げ（３）

第12回：組合せ応力（２）

第13回：座屈

第14回：物体内の応力分布

第15回：期末試験

４．教育方法
　講義形式であるが、授業中演習を行うこともある。また、演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

５．評価方法・基準
　中間試験（40％）、期末試験（60％）で評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義での演習や演習レポートの結果を見て、その時点での学習

到達度を判断しながら授業を進める。必ず自分の力で解くととも

に、第三者にも解り易い論理の展開が明快なレポート作成を行う

こと。

７．教科書・参考書
●教科書

　村上敬宜：機械工学入門講座１　材料力学（森北出版）501.3/

M-85

●参考書

　町田輝史：わかりやすい材料強さ学（オーム社）501.3/M-52

　辻　知章：なっとくする材料力学（講談社）501.3/T-83

　日本機械学会編：機械工学便覧基礎編α３　材料力学（日本機

械学会）530.3

　寺崎俊夫：材料力学入門（共立出版）501.3/T-70

機械力学　　Dynamics of Machinery

第３年次　前期　選択必修　２単位

担当教員

１．概要
●授業の目的

　本講義では、様々な力によって発生する機械の運動や振動現象

を理論的に考え、解析し、応用できる基礎能力を修得し、力学系

の基本的な振動現象を例題に力学的思考力を養うとともに、応用

上重要な機械力学・機械振動の基礎を学ぶ。

●授業の位置づけ

　機械力学は機械工学分野において最も基礎的な学問であり、そ

の理解と十分な基礎力を身につけることは、機械系の技術者とし

て必須の素養と考えられる。

２．到達目標
１）２自由度振動系の運動方程式が自在に立てられること

２ ）１自由度の振動の力学的特性を理解し、自在に数式を扱える

こと

３）１自由度の振動を抑制するための複数の手法を習得すること

３．授業内容
第１回：初等力学の復習

第２回：減衰自由振動

第３回：強制振動（１）

第４回：強制振動（２）

第５回：振動絶縁

第６回：過渡振動

第７回：中間試験

第８回：一般外力による振動（１）

第９回：一般外力による振動（２）

第10回：２自由度系の自由振動

第11回：２自由度系の強制振動（１）

第12回：２自由度系の強制振動（２）

第13回：動吸振器

第14回：動粘性吸振器

第15回：期末試験

４．教育方法
　講義形式であるが、授業中演習を行うこともある。また、演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

５．評価方法・基準
　演習レポート（30％）、中間試験（30％）、期末試験（40％）

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義での演習や演習レポートの結果を見て、その時点での学習

到達度を判断しながら授業を進める。必ず自分の力で解くととも

にレポートであることを念頭において第三者にも解り易い、論理

の展開が明快なレポート作成を行うこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　井上順吉・松下修己：機械力学 <1> 線形実践振動論（理工学

社）ISBN 4844521527 531.3/I-11/2-1（教科書は変更する場合が

ある。）

●参考書

　日高照晃・小田哲・川辺尚志・曽我部雄次・吉田和信：機械

力学－振動の基礎から制御まで（朝倉書店）ISBN 4254237316　

501・G-18・1

８．オフィスアワー等



－  306 －

総合システム工学科

－  307 －

熱力学　　Thermodynamics

第３年次　後期　選択　２単位

担当教員　　徳永　辰也

１．概要
　熱の自然法則に関する理解から、熱力学の第一法則、熱力学の

第二法則を中心に理解を深め、熱の仕事への変換、熱の有効利用、

熱エネルギーの質的変化などを実用システムを通して理解する。

２．キーワード
　熱力学第一法則、熱力学第二法則、エクセルギー、自由エネル

ギー

３．到達目標
１ ．熱力学第一法則に関する基礎的事項を理解し、状態変化に伴

う状態量の変化および熱・仕事と状態量との関係を習得する。

２ ．エントロピーの概念を理解し、熱力学第二法則の考え方を習

得する。

３ ．各種サイクルを通して、熱を有効エネルギーへどのように変

換するか（熱効率）を評価し、工学分野における熱力学の有用

性を理解する。

４．授業計画
１．熱力学の基本的概念

２．熱力学第一法則（閉じた系）

３．熱力学第一法則（開いた系）

４．理想気体の内部エネルギー、エンタルピーおよび比熱

５．理想気体の準静的過程

６．熱力学第一法則のまとめ（演習）

７．中間試験

８．熱力学第二法則（カルノーサイクル）

９．熱力学第二法則（エントロピー）

10．熱力学第二法則のまとめ（演習）

11．エクセルギーと自由エネルギー

12．化学反応と燃焼

13．ガスサイクル

14．蒸気サイクル

15．期末試験

５．評価方法・基準
　中間試験（30％）、期末試験（50％）および出席率や演習（20％）

の結果をもとに評価し、60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　本講義の受講者は「熱と波動」の熱力学に関する内容を復習し，

十分に習得しておくこと．また，毎回の講義を十分に理解するた

めに、講義毎に復習を行うことが望ましい。

７．教科書・参考書（教科書：１、参考書：２）
１ ．日本機械学会：JSME テキストシリーズ熱力学（丸善）

501.2/N-65

２ ．門出政則、茂地徹：基礎機械工学シリーズ８熱力学（朝倉書

店）530.8/K-11/8

８．オフィスアワー等
　最初の講義のときに通知する。

機械材料　　Materials Science

第３年次　前期　選択必修　２単位

担当教員　　高原　良博

１．概要
　金属材料の基本的性質の理解に重点を置き、強度や変形能を組

織や転位の挙動などと関連付けて学ぶとともに、疲労破壊、クリー

プ破壊や腐食劣化について学習する。また無機材料、新素材など

についても講義のなかに取り入れ、新しい材料に対する話題を提

供する。

２．キーワード
　結晶構造、状態図、組織、機械的強度、破壊

３．到達目標
　材料の構造と組織を機械的性質などと関連付けて説明すること

ができる。また、各種実用材料の持つ特性発現の原理を説明でき

ることとする。

４．授業計画
第１回　機械材料について

第２回　原子構造と結合

第３回　結晶構造

第４回　格子欠陥と拡散

第５回　状態図と組織Ⅰ

第６回　状態図と組織Ⅱ

第７回　金属の強化法

第８回　金属の機械的性質

第９回　金属の破壊と対策

第10回　鉄鋼材料Ⅰ

第11回　鉄鋼材料Ⅱ

第12回　非鉄金属材料

第13回　セラミックス材料

第14回　非平衡金属材料

第15回　期末試験

５．評価方法・基準
　期末試験の結果（60％）および演習やレポートの結果（40％）

で評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義内容を十分に理解するためには、「物質科学 I」を習得し

ていることが望ましい。予習復習を行うこと

　が必要である。図書館の 3階に参考図書もあるので利用してく

ださい。

７．教科書・参考書
　教科書を使用する場合は前もって掲示する。使用しない場合は

講義内容をまとめたプリントを配布する。

　参考書は下記のとおり。

1．C.R.Barrett et al．（井形直弘他訳）：材料科学１（培風館）

501.4/B-2

2．C.R.Barrett et al．（岡村弘之他訳）：材料科学２（培風館）

501.4/B-2

3．阿部秀夫：金属組織学序論（コロナ社）563.6/A-5

4．吉岡正人、岡田勝蔵、中山栄治：機械の材料学入門（コロナ社）

531.2

5．飛田、吉村、岡部、幡中、木戸、江原、合田：機械材料学（朝

倉書店）K501/G-18

８．オフィスアワー等
　最初の講義のときに指定する。



－  306 － －  307 －

総合システム工学科

流体力学　　Fluid Dynamics

第４年次　前期　選択　２単位

担当教員

１．概要
●授業の目的

　工学において表れるさまざまな流れについて紹介し、これを支

配する法則と解析手法について講義する。基本法則について詳し

く解説した後に、渦なし流れと渦運動に分けてその特徴と解析手

法を紹介し、代表的な流れ現象とそれらを把握するための見方・

考え方・重要な概念について述べる。

●授業の位置づけ

　流体力学は、水や空気といった様々な流体の流れを統一的に理

解するための科目である。機械、電気電子関係の設計において、

流体の流れを理解しておく必要がある。

２．キーワード

３．到達目標
　工学において流れが関与する現象は幅広く存在する。物体が流

れから受ける力の性質や流れのもつエネルギーを利用する方法な

どの工学上必要となる流体力学を理解するために、流れ現象を支

配する法則、重要な概念、解析手法などの知識を身に付けること

を目標とする。

４．授業内容
第１回：さまざまな流れ

第２回：流れの記述と保存則

第３回：ナビエ・ストークス方程式(1)

第４回：ナビエ・ストークス方程式(2)

第５回：渦なし流れ(1)

第６回：渦なし流れ(2)

第７回：渦なし流れ(3)

第８回：中間試験

第９回：渦運動(1)

第10回：渦運動(2)

第11回：境界層

第12回：物体周りの流れ

第13回：流れの安定性

第14回：乱流

第15回：学期末試験

４．教育方法
　講義形式であるが、授業中演習を行うこともある。また、演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

５．評価方法・基準
　中間試験と学期末試験で評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義での演習や演習レポートの結果を見て、その時点での学習

到達度を判断しながら授業を進める。必ず自分の力で解くととも

にレポートであることを念頭において第三者にも解り易い、論理

の展開が明快なレポート作成を行うこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　神部編：基礎演習シリーズ・流体力学（裳華房）534.1/K-28

（教科書は変更する場合がある。）

●参考書

　授業時に適宜紹介する。

８．オフィスアワー等

制御工学Ⅰ　　Control Engineering Ⅰ

第３年次　後期　選択必修　２単位

担当教員　　小森　望充

１．概要
●授業の目的

　授業では先ず制御工学とは何かについて論じ、複素解析とラプ

ラス変換の考え方、その適応法について学ぶ。そして、ラプラス

変換を用いて周波数応答、根軌跡の考え方を理解する。さらに、

伝達関数を用いて、システムを安定化させるためのフィードバッ

ク制御に関して理解を深める。

●授業の位置づけ

　制御工学は様々な対象をシステム的に捉えて、数式という共通

の概念で取り扱う。扱う対象は機械工学、電気電子分野など様々

な分野に及び、それらの特性や安定性に関して考察する。したがっ

て、機械工学、電気電子分野など扱う対象の基礎的な理解が前提

となる。

２．キーワード

３．到達目標
　複素解析とラプラス変換の考え方、その適応法について学ぶこ

とによってラプラス変換が使えるようにする。そして、伝達関数

を用いて周波数応答、根軌跡によるモデルの安定性の判別ができ

るようにする。さらに、フィードバック制御を用いて安定なシス

テムの設計ができるようにする。

４．授業内容
第１回：制御工学の基礎

第２回：モデリング

第３回：ラプラス変換

第４回：伝達関数と特性方程式

第５回：周波数応答

第６回：根軌跡法

第７回：安定性解析

第８回：中間試験

第９回：伝達関数とフィードバック制御（１）

第10回：伝達関数とフィードバック制御（２）

第11回：状態方程式と可制御性/可観測性（１）

第12回：状態方程式と可制御性/可観測性（２）

第13回：状態方程式と状態フィードバック（１）

第14回：状態方程式と状態フィードバック（２）

第15回：試験

４．教育方法
　講義形式であるが、授業中演習を行うこともある。また、演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

５．評価方法・基準
　中間試験（50％）、期末試験（50％）で評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義での演習や演習レポートの結果を見て、その時点での学習

到達度を判断しながら授業を進める。必ず自分の力で解くととも

に、第三者にも解り易い論理の展開が明快なレポート作成を行う

こと。

７．教科書・参考書
●教科書

　添田、中溝：わかる自動制御演習（日新出版）501.9/S-36（教

科書は変更する場合がある。）

●参考書

１）末松：機械制御入門（オーム社）501.9/S-113

８．オフィスアワー等



－  308 －

総合システム工学科

－  309 －

制御工学Ⅱ　　Control Engineering Ⅱ

第４年次　前期　選択必修　２単位

担当教員

１．概要
●授業の目的

　制御工学Ⅱでは制御工学Ⅰで学習した制御手法を発展させ、状

態空間法を用いて制御対象をシステム的に学ぶ。現代制御理論の

全般的な内容を学習する。

●授業の位置づけ

　本講義は、メカトロニクス、ロボット、電気電子機器などを実

際に制御する為の技術、つまり、対象をシステム的に捉え、対象

を安定して動作させるための能力と応用技術の習得を目指すもの

である。

２．キーワード

３．到達目標
　対象システムの状態空間表示とその特性解析方法、最適制御法

則のデザイン、サンプル値制御の方法、並びに、ロバスト制御と

適応制御の違い等を、応用例を取り上げて習得させる。

４．授業内容
第１回　制御系の構成

第２回　状態空間表示(1)

第３回　状態空間表示(2)

第４回　応答と安定性

第５回　可制御性

第６回　可観測性

第７回　最適レギュレータ(1)

第８回　最適レギュレータ(2)

第９回　サンプル値制御システム

第10回　Ｚ変換とパルス伝達関数

第11回　離散的状態空間表示

第12回　サンプル値系の最適制御

第13回　適応制御

第14回　制御応用例

第15回　試験

４．教育方法
　講義形式であるが、授業中演習を行うこともある。また、演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

５．評価方法・基準
　期末試験の結果、および中間テストないしは演習問題のレポー

トを総合して判断する。おおよその目安として、期末試験は

50％、中間試験ないしはレポートは 50％の重みで評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義での演習や演習レポートの結果を見て、その時点での学習

到達度を判断しながら授業を進める。必ず自分の力で解くととも

に、第三者にも解り易い論理の展開が明快なレポート作成を行う

こと。

７．教科書・参考書
●教科書

　堀洋一、大西公平：応用制御工学（丸善）548.3/H-2（教科書

は変更する場合がある。）

●参考書

　授業時に適宜紹介する。

８．オフィスアワー等

生産工学　　Production Engineering

第４年次　後期　選択　２単位

担当教員

１．概要
●授業の目的

　製品を設計、製作、製品化するためには、製造技術、生産技術

に関する基礎的な知識が必要である。ここでは、生産工程、製造

工程の基礎技術、機械化・自動化によるメカトロニクス化だけで

なく、生産方式、生産管理といった生産工程についても学習する。

●授業の位置づけ

　生産工学は機械工学系の科目として、製品化するために必要な

総合的な知識を修得できる。したがって、機械系技術者だけでな

く電気系の技術者にとっても必須的な科目と考えられる。

２．キーワード

３．到達目標
・生産工学の歴史的な流れを理解する。

・生産加工について理解できる

・生産管理について理解できる

・工程管理について理解できる

・生産情報システム・ＣＩＭなどを理解できる

４．授業内容
第１回　生産工学の必要性

第２回　加工と材料

第３回　鋳造

第４回　溶接

第５回　切削加工

第６回　塑性加工

第７回　生産組織

第８回　生産方式

第９回　生産計画

第10回　工程管理

第11回　作業分析と時間分析

第12回　品質管理

第13回　原価管理

第14回　ＣＩＭと生産情報システム

第15回　期末試験

４．教育方法
　講義形式で行うが、授業中演習を行うことがある。また、演習

問題を課してレポートとして提出させることがある。

５．評価方法・基準
　期末試験の結果（70％程度）および演習問題を課したレポート

など（30％程度）を総合して評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講義での演習や演習レポートの結果を見て、その時点での学習

到達度を判断しながら授業を進める。必ず自分の力で解くととも

に、提出レポートであることを念頭において第三者にも解り易い、

論旨が明快なレポート作成を行うこと。

７．教科書・参考書
●教科書

　授業中に適宜紹介する。

●参考書

　図書館に関係書籍が揃えてあるので、参照されたい。

８．オフィスアワー等



－  308 － －  309 －

総合システム工学科

専門英語　　Technical English

３年次　前期　必修　２単位

担当教員

１．概要
●背景

　科学技術の発展に一つの国または一つの言語社会というような

枠がないのは当然であるが、現代技術の世界的な広まりとその影

響の全地球規模化に直面している現在では、特に、世界の人々及

び地球との共生を常に頭においた技術者に成長するのだ、という

志向が重要になっている。異文化をもつどの国の人とも交流して、

そこの考えを理解しそこから技術を吸収出来る柔軟な姿勢と能力、

また一方で、自分自身の考えや技術を伝える能力が必須となって

くる。

●目的

　この科目は、英語で書かれた科学技術の文献を読むこと、英語

でレポートをまとめること、およびそのレポートを英語で発表す

ることを通じて、専門英語の素養を深め、科学技術において英語

によるコミュニケーション能力を高めることを目的とする。

●位置づけ

　この科目は、直接的には、技術分野における英語によるコミュ

ニケーション能力を身につけるために設けられているが、一層広

い意味では、科学的なものの見方に立脚したコミュニケーション

能力、および科学技術を国際的な視野で見わたす能力を高めるこ

とにつながるものである。

２．キーワード
　技術英語、英語論文、英語によるコミュニケーション、技術文

化の全地球規模化

３．到達目標
・英語によるコミュニケーションの能力を獲得すること。即ち、

自分の考え方、自分の技術、仕事を英語で伝えられること。

・自分の仕事に関し英語で報告書を作成できること。

・他の人の考えや英語による発表を理解して英語で応答できるこ

と。

４．授業計画
第１回-第７回　専門英語テキスト（１）

第８回-第14回　専門英語テキスト（２）

第15回　試験

５．評価方法・基準
　毎回の演習発表と試験の結果を合計して評価する。

　60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等

　グループに分かれて専門の教員につき技術英語を習得する。与

えられた専門英語テキストは前もって全分量を全員が読んでおく

こと。毎回、英和と和英辞書を持参すること。

７．教科書・参考書
　科学技術に関連する分野の基礎的内容が英語で書かれたテキス

トを配布する。

８．オフィスアワー等
　各専門英語ゼミの担当教員が知らせる。

設計製図　　Engineering Drawing

３年次　前期　必修　１単位

担当教員

１．概要
●背景

　工学的な種々の考察を通して得られた知見を図面によって第三

者に伝達する知識と技術を養うことは技術者にとって不可欠であ

る。

●目的

　日本工業規格に準拠した製図法を理解する。その知識を駆使し、

課題実習を通じて立体を図面化する能力および図面を読みとる能

力を修得するとともに、産業界で主流となりつつある三次元ＣＡ

Ｄを用いた製図の基礎を学ぶことを目的とする。

●位置づけ

　この授業は図形情報科学に続くもので、そこで学んだ製図法に

関する知識を基礎として、実際に図面化するための具体的な各種

の要素技術を学ぶ。

２．キーワード
　製図法、三次元ＣＡＤ

３．到達目標
　与えられた立体形状に対して、以下の事項を実践できるように

する。

・製図法に従った投影図の作成

・三次元ＣＡＤによるモデリング

４．授業計画
１．製図法に関する概論

２．投影法及び部品図の作成

３．課題１：軸受けクランプの製図

４．三次元ＣＡＤに関する概論および基本操作

５．基本的な立体形状のモデリング方法

６．種々の形状処理方法

７．課題２：様々な立体のモデリング

８．課題３：軸受けクランプのモデリング

９．課題４：三次元モデルからの投影図の作成

５．評価方法・基準
　出席及び実習課題により評価する。60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　必要に応じ、図形情報科学の内容を適宜復習するが、この単位

を修得しているものとして授業を進める。

７．教科書・参考書
　大西：JIS にもとづく標準製図法（理工学社）501.8/O-2

８．オフィスアワー等
　別途掲載する。
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総合システム工学実験Ⅰ　　

Laboratory workshop for Integrated System Engineering Ⅰ

第３年次　後期　必修　１単位

担当教員　　先端機能システム工学専攻担当教員

１．概要
●授業の目的

　今まで学んできた機械工学や電気電子工学を中心とする複数の

専門科目の知識を基礎に、この専門実験において実際の物に触れ

ることによって、基礎技術の習得を行うと同時に工学専門技術者

としての感覚を磨く。さらに、基本となる測定機器・装置に触れ

ることによって、測定機器・装置の取扱いについても習熟する。

●授業の位置付け

　講義、演習など、今まで学んできた機械工学や電気電子工学を

中心とする複数の専門科目の履修が前提となる。また、総合シス

テム工学ゼミナールや卒業研究プロジェクトへの入り口としての

位置づけになる。総合システム工学実験Ⅰは総合シシテム工学実

験Ⅱと補完的な位置づけとなっている。

２．キーワード
　測定機器演習、機械工学専門実験、電気電子工学専門実験

３．到達目標
　まず、各実験テーマについての理解、実験、演習を与えられた

期間内にやり遂げることが必要である。そのためには、各実験テー

マについて計画的に実験、演習を実施する姿勢を身につける。さ

らに、講義で得た知識を各実験テーマに生かせる応用力やグルー

プでの共同作業能力なども試される。

４．授業計画
第１回　実験に対するガイダンス（進め方と安全教育）

第２回　実験テーマ（１）

第３回　実験テーマ（１）

第４回　実験テーマ（２）

第５回　実験テーマ（２）

第６回　実験テーマ（３）

第７回　実験テーマ（３）

第８回　実験テーマ（４）

第９回　実験テーマ（４）

第10回　実験テーマ（５）

第11回　実験テーマ（５）

第12回　実験テーマ（６）

第13回　実験テーマ（６）

第14回　まとめ

第15回　予備

　学生は、教官により指定された各実験テーマについて、実験お

よびレポート作成を２週で行う。

５．評価方法・基準
　各実験テーマに関するレポートを、次の実験テーマの開始日ま

でに提出することを原則とする。提出されたレポートは実験結果、

考察等を中心に評価され、不備な点があればその旨を説明した後、

修正の上再提出、あるいは再実験を行う。レポートの提出状況お

よび内容、実験態度、内容の理解度を総合的に判断し評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　本実験を十分理解するためには、機械工学や電気電子工学を中

心とする複数の専門科目全般に渡って広範囲の理論を学んでおく

必要がある。実験は積極的に行い、分からないことは教官または

ティーチングアシスタントに質問すること。実験は時として危険

を伴うため、指導教員の指示に十分注意すること。

７．教科書・参考書
　テーマ毎に指定する。各指導教員の指示に従うこと。

８．オフィスアワー
　各指導教員の指示に従うこと。

総合システム工学実験Ⅱ　　

Laboratory workshop for Integrated System Engineering Ⅱ

第４年次　前期　必修　１単位

担当教員　　先端機能システム工学専攻担当教員

１．概要
●授業の目的

　今まで学んできた機械工学や電気電子工学を中心とする複数の

専門科目の知識を基礎に、この専門実験において実際の物に触れ

ることによって、基礎技術の習得を行うと同時に工学専門技術者

としての感覚を磨く。さらに、基本となる測定機器・装置に触れ

ることによって、測定機器・装置の取扱いについても習熟する。

●授業の位置付け

　講義、演習など、今まで学んできた機械工学や電気電子工学を

中心とする複数の専門科目の履修が前提となる。また、総合シス

テム工学ゼミナールや卒業研究プロジェクトへの入り口としての

位置づけになる。総合システム工学実験Ⅱは総合シシテム工学実

験Ⅰと補完的な位置づけとなっている。

２．キーワード
　測定機器演習、機械工学専門実験、電気電子工学専門実験

３．到達目標
　まず、各実験テーマについての理解、実験、演習を与えられた

期間内にやり遂げることが必要である。そのためには、各実験テー

マについて計画的に実験、演習を実施する姿勢を身につける。さ

らに、講義で得た知識を各実験テーマに生かせる応用力やグルー

プでの共同作業能力なども試される。

４．授業計画
第１回　実験に対するガイダンス（進め方と安全教育）

第２回　実験テーマ（７）

第３回　実験テーマ（７）

第４回　実験テーマ（８）

第５回　実験テーマ（８）

第６回　実験テーマ（９）

第７回　実験テーマ（９）

第８回　実験テーマ（10）

第９回　実験テーマ（10）

第10回　実験テーマ（11）

第11回　実験テーマ（11）

第12回　実験テーマ（12）

第13回　実験テーマ（12）

第14回　まとめ

第15回　予備

　学生は、教官により指定された各実験テーマについて、実験お

よびレポート作成を２週で行う。

５．評価方法・基準
　各実験テーマに関するレポートを、次の実験テーマの開始日ま

でに提出することを原則とする。提出されたレポートは実験結果、

考察等を中心に評価され、不備な点があればその旨を説明した後、

修正の上再提出、あるいは再実験を行う。レポートの提出状況お

よび内容、実験態度、内容の理解度を総合的に判断し評価する。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　本実験を十分理解するためには、機械工学や電気電子工学を中

心とする複数の専門科目全般に渡って広範囲の理論を学んでおく

必要がある。実験は積極的に行い、分からないことは教官または

ティーチングアシスタントに質問すること。実験は時として危険

を伴うため、指導教員の指示に十分注意すること。

７．教科書・参考書
　テーマ毎に指定する。各指導教員の指示に従うこと。

８．オフィスアワー
　各指導教員の指示に従うこと。
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総合システム工学ゼミナール　　

Undergraduate Research Seminar

第４年次　前期　必修　２単位

担当教員　　卒業研究指導教員

１．概要
●目的

　科学技術に関連する分野から、各自が問題の発見をし、調査研

究、分析、考察（結論）などを行う。さらにそれらに関する資料

作成、成果発表およびその評価を通して、卒業研究を進める上で

必要な自主性、コミュニケーション能力、プレゼンテーション技

術を身につける。

●位置付け

　本授業では、学部で履修してきた講義、演習から得た知識をベー

スに、各自の研究課題を掘り下げると同時に、卒業研究プロジェ

クトに必要な基礎的素養を身につける科目となる。

２．キーワード
　問題発見、調査研究、分析、考察、資料作成、プレゼンテーショ

ン

３．到達目標
（Ａ） 　科学技術に関連する分野から、各自が問題発見、調査研究、

分析、考察（結論）ができる。

（Ｂ） 　設定した課題に対して資料のまとめ、プレゼンテーション

資料作成ができる。

（Ｃ） 　卒業研究を進める上で必要な自主性、コミュニケーション

能力、プレゼンテーション技術を身につける。

４．授業内容
（１）授業内容説明

（２）関係書籍、関連情報の調査 (1)

（３）関係書籍、関連情報の調査 (2)

（４）学協会誌、関係資料、関連情報の調査 (1)

（５）学協会誌、関係資料、関連情報の調査 (2)

（６）国内外の文献の検索、収集、翻訳、読解 (1)

（７）国内外の文献の検索、収集、翻訳、読解 (2)

（８）課題に関する社会的背景、ニーズ、研究動向などの調査

（９）課題に関する社会的背景、ニーズ、研究動向などの調査

（10）問題点・課題の抽出

（11）課題のとりまとめとディスカッション

（12）研究成果発表資料作成

（13）発表

５．評価方法・基準
　授業に対する取組み、発表資料の内容、発表レベル、質疑応答

などを総合的に判断する。

　60点以上を合格とする。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　本講義の受講生は卒業研究実施者を対象とする。

７．教科書・参考書
　各担当教員から通知する。

８．オフィスアワー等
　各担当教員から通知する。

卒業研究プロジェクト　　Undergraduate Research Project

第４年次　後期　必修　３単位

担当教員　　総合システム工学科全教員

１．概要
●目的

　学生は個別または少人数グループで、担当教員の指導の下に研

究プロジェクトを定める。その目的達成へ向けて、課題設定、調

査・研究に自ら取り組み、所定の期限までに結果をまとめて適切

なプレゼンテーションを行う。

●位置づけ

　学部４年間で履修してきた講義、演習を、各自の研究プロジェ

クトを通して結実させるものである。今までの学部の知識で足り

ない部分は自ら調査・学習し、あるいは実験・演習を通して評価・

検証を行う。自発的かつ積極的な取組みが求められる。

２．キーワード
　各研究プロジェクトによって異なる。

３．到達目標
　各研究プロジェクトにおける具体的な到達目標は各指導教員の

指示に従うこと。卒業研究プロジェクトを通して、以下の学習・

教育目標を達成するよう努力すること。

Ａ ．自然・人間科学の知識を総合システム工学に応用することで

問題の発見と解決能力を育成すること。

Ｂ ．総合システムを創造する上での企画・発想能力を育成するこ

と。

Ｃ ．社会のニーズを認識して総合システム工学の社会への貢献を

考える能力を育成すること。

Ｄ ．総合システム工学の実践が社会に及ぼす影響と結果について

責任を持つ能力を育成すること。

Ｅ ．「ものづくり」を担う専門家として産業界のニーズに応える

能力を育成すること。

Ｆ ．国際的な視点を持ち、総合システム工学のグローバルな展

開・応用が可能な能力を育成すること。

Ｇ ．総合システム工学分野の先端的な研究・実験の結果を報告書

にまとめ、然るべきプレゼンテーションで的確な質疑応答がで

きる。

Ｈ ．研究プロジェクトについて、自らの課題を設定し、解決策に

ついてのデザイン能力を発揮できる。

Ｉ ．研究プロジェクトに対して報告書（卒業論文）を期日までに

完成させることができる。

４．授業内容
　学生が各指導教員と相談の上、研究計画を立案・遂行する。主

な事項は次の通りであるが、研究プロジェクトにより異なる。

（１）研究計画（方法、機器、日程、分担）の策定

（２）書籍、学協会誌、便覧などの工学資料、関連情報の調査

（３）海外および国内文献の検索、収集、翻訳、読解

（４）課題に関する社会的背景、ニーズ、研究動向などの調査

（５）実験システム構築（機器準備、製作、プログラミング）

（６）数値解析、シミュレーション

（７）計測、評価システム構築

（８）実験の実施と評価

（９）実験データ解析と評価・考察

（10）問題点・課題の抽出と対策の立案・実施

（11）研究成果のとりまとめとディスカッション

（12）研究成果発表資料作成

（13）研究成果の口頭発表

（14）研究の総括および報告書（卒業論文）の作成

５．評価方法・基準
　最終的に報告書（卒業論文）を提出しその発表を行うことが必

須条件である。報告書（卒業論文）作成と発表に至る過程も重要

であり、評価の対象となる。必須条件が満たされたものに対して

は下記のように評価を行う。

　計画の立案と遂行（50％）、報告書（卒業論文）（25％）、発表
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（25％）

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
（Ａ ）将来有用性のある企画を提案できる素養を身に着けるため、

研究や発表などにおいて方法や手順などを自ら積極的に計画

すること。

（Ｂ ）研究プロジェクトの意義や目的を理解し、研究を行う上で

基礎となるこれまでの国内外の関連する研究の状況を把握す

ること。

（Ｃ ）研究課題を解決する上での問題点の発見を心がけ、その方

法について考察し、指導教員と適宜相談することによって研

究を進展させること。

（Ｄ ）研究発表を通して、自らの研究成果を第三者に的確に説明・

伝達できる能力を養うこと。

（Ｅ ）プレゼンテーション技法として、数値による定量化や図式

による視覚化方法等を習得する。論文や文書の作成について

は、適正な日本語の文法表現による記述を行う訓練を心がけ

ること。

（Ｆ ）研究プロジェクトに関する社会的背景と、研究成果が産業

に及ぼす効果についても考察し、研究を通した社会貢献の意

識を育成すること。

（Ｇ ）情報・通信機器によるプライバシーや著作権侵害、研究に

伴う騒音・汚染の防止などに常に留意して、工学倫理的素養

の獲得と実践に勤めること。

（Ｈ ）問題解決能力を養うため数学の応用による現象の定量的把

握、論理的な表現・表記、演繹的・帰納的な思考の習慣を獲

得すること。

７．教科書・参考書・学術論文
　各指導教員の指示に従うこと。

８．オフィスアワー
　各指導教員の指示に従うこと。

特別講義　　Special Lecture

全学年　前期、後期　０単位

担当教員　　学外講師

１．概要
●背景

　科学技術の発展に伴い、その最先端分野は細分化される傾向に

ある。技術者にとって、基礎学力を習得することと同時に、最先

端分野の情報を広く集めることは極めて重要である。

●目的

　企業もしくは本学総合システム工学科以外の大学・研究機関か

ら講師を招き、専任教員では出来ないその分野の最新の動向・話

題を講義してもらう。

●位置づけ

　数学・物理系の基礎学力を下地として、それらが実社会で具体

的にどのように応用されているのかを学ぶ。

２．キーワード
　実務授業、産業動向、技術者心得

３．到達目標
　企業や研究機関におけるその分野でのエキスパートから最新の

情報を盛り込んだ「ものづくり」の面白さを講義してもらい「も

のづくり」に高い興味を持たせる。

４．授業計画
　集中講義（通常８時間）形式で行う。

５．評価方法・基準
　必要に応じてレポートなどを課すこともある。

６．履修上の注意事項、授業時間外における学習等
　講師は学外から好意できてくれるのであるから最後まで敬意を

表して受講し積極的に質問をすること。

７．教科書・参考書
　別途掲示する。

８．オフィスアワー等
　別途掲示する。
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